
恐慌とリンギンアノム瞭業(植村)

恐

慌

と

リ

ン

ギ

ン

ア

ノ

ム

糖

業

は

じ

め

に

1
九
三
〇
年
代
の
世
界
恐
慌
に
よ
っ
て
ジ
ャ
ワ
の
糖
業
は
大
き
な
打

撃
を
蒙
り
、
最
盛
期
に
は
二
〇
〇
近
く
に
及
ん
だ
製
糖
工
場
の
多
く
が

操
業
停
止
に
追
い
込
ま
れ
'
ま
た
操
業
を
続
け
た
も
の
も
経
営
の
合
理

(
1
)

化
'
規
模
の
縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
小
論
の
課
題
は
'
そ
う
し
た

糖
業
の
状
況
が
周
辺
の
農
村
社
会
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
か

を
解
明
す
る
作
業
の
一
環
と
し
て
'
ジ
ャ
ワ
東
端
地
方
ブ
ス
キ
州
パ
ナ

ル
カ
ン
県
パ
ナ
ル
カ
ン
郡
で
操
業
を
行
な
っ
て
い
た
リ
ン
ギ
ン
ア
ノ
ム

糖
業
を
例
に
'
梧
業
の
恐
慌
に
対
す
る
対
応
の
仕
方
を
具
体
的
に
検
討

す
る
こ
と
で
あ
る
。

同
糖
業
は
'
第
一
表
に
掲
げ
た
よ
う
に
一
九
二
〇
年
代
後
半
に
は
九

〇
〇
～
一
〇
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
栽
培
を
実
施
し
て
き
た
が
'
一
九
三

一
年
の
植
付
で
生
産
制
限
に
入
り
'
三
二
年
か
ら
三
四
年
ま
で
は
栽
培

を
停
止
'
三
五
年
の
植
付
よ
り
操
業
を
再
開
す
る
。
小
論
で
は
特
に
こ

の
操
業
再
開
後
の
経
営
の
仕
方
を
取
り
上
げ
'
第
二
号
で
は
栽
培
用
地

植
　
　
村
　
　
泰
　
　
夫

の
確
保
か
ら
収
穫
し
た
砂
糖
キ
ど
の
工
場
へ
の
搬
入
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス

を
で
き
る
か
ぎ
り
詳
細
に
述
べ
'
同
時
に
こ
の
糖
業
の
経
営
の
特
質
に

触
れ
た
い
。
つ
い
で
第
二
章
で
は
'
こ
れ
を
ふ
ま
え
つ
つ
栽
培
コ
ス
ト

を
検
討
し
'
一
九
三
〇
年
以
前
の
い
わ
ゆ
る
通
常
年
に
於
け
る
栽
培
プ

ロ
セ
ス
と
の
比
較
を
通
し
て
'
こ
の
糖
業
に
於
け
る
経
営
の
合
理
化
の

内
容
を
明
ら
か
に
す
る
。
最
後
に
第
三
章
で
は
'
栽
培
用
地
の
借
地
に

か
か
わ
る
問
題
を
検
討
し
た
い
。

第
〓
早
　
リ
ン
ギ
ン
ア
ノ
ム
糖
業
の
栽
培

一
九
三
六
/
三
七
年

目
　
栽
培
用
地
の
確
保

こ
の
年
の
栽
培
面
積
八
五
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
決
定
は
糖
業
を
取
巻
-

状
況
が
な
お
不
安
定
で
あ
っ
た
た
め
遅
れ
'
借
地
契
約
に
基
づ
-
土
地

貸
出
者
へ
の
栽
培
実
施
通
告
期
限
の
一
九
三
五
年
末
に
は
未
定
で
あ
っ

た
。
こ
の
た
め
'
同
糖
業
で
は
栽
培
面
積
の
下
限
を
暫
定
的
に
七
〇
〇

ヘ
ク
タ
ー
ル
と
設
定
し
'
こ
れ
以
上
の
拡
大
も
想
定
し
て
栽
培
用
地
の

23



第1表　リンギンアノム糖業借地・栽培面積一覧

借 地 面 積 1 年 契 約 12 .5 年 契 約 2 1 . 5 年 契 約 栽 培 面 積

1 9 2 4′2 5 9 3 3 . 3 1 7 0 . 5 7 6 2 . 8 - 9 3 4 . 2

1 9 2 5′2 6 9 2 4 . 2 1 9 6 . 6 7 2 7 . 6 - 9 2 8 . 2

1 9 2 6′2 7 9 8 6 . 6 2 5 1 . - 12 1. 3 6 1 4 .3 9 8 3 . 6

1 9 2 7′2 8 10 1 5 . 9 2 8 3 . - 10 5 . 1 6 2 7 .8 1 0 1 1 . 6

1 9 2 8′2 9 1 0 1 4 . 5 2 8 5 . 6 7 2 5 . 5 3 .4 9 9 4 . i

1 9 2 9′30 1 0 1 4 . 6 1 50 .9 - 8 6 3 .7 1 0 1 4 . 6

1 9 30 ′3 1 1 0 3 9 . 4 3 1 3 .6 - 7 2 5 .8 9 9 4 . -

1 9 3 1′3 2 7 8 8 . 7 6 9 . 4 - 7 19 .3 7 4 6 . -

1 9 3 2′3 3 8 9 0 . 1 - - 8 9 0 . 1 -

1 9 3 3′34 7 2 2 . 4 - - 7 2 2 .4 -

1 9 3 4′35 8 1 7 . 6 - - 8 17 .6 -

1 9 3 5′3 6 9 5 6 . 9 9 9 .3 - 8 5 7 .6 9 00 .-

1 9 3 6′3 7 9 0 4 .9 2 0 1 . 2 - 7 0 3 .7 8 50 .ー

1 9 37 ′3 8 9 5 1 . 2 16 6 .2 - 7 8 5 .ー 8 9 6 . -

19 38 ′3 9 9 5 0 .8 3 7 .6 - 9 13 .2 9 00 .ー

単位:ha

出所: Jaarverslag 1927, p. 8, 1928, p. 3, 1929, p. 3, 1930, p. 3, 1931, p. 3, 1932, p. 7, 1933,

p. 4, 1934, p. 6, 1935, p. 7, 1936, p. 9, 1937, p. 20, 1938, p. 173

確
保
に
努
め
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
時
点
で
の
長
期
借
地
面
積
は
六
七

三
・
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
で
'
不
足
分
を
次
の
よ
う
な

方
式
の
単
年
借
地
で
補
う
こ
と
に
し
一
〇
月
よ
り
実
施
し
た
。
借
地
料

は
一
'
二
等
地
四
〇
ギ
ル
ダ
ー
/
バ
ウ
'
そ
の
他
は
三
五
ギ
ル
ダ
ー
/

バ
ウ
に
設
定
さ
れ
'
支
払
は
二
回
に
分
け
'
先
ず
七
・
五
ギ
ル
ダ
ー
を

支
払
い
'
借
入
部
分
の
不
使
用
が
一
月
中
に
貸
出
者
に
通
告
さ
れ
る
場

合
'
こ
れ
は
不
使
用
補
償
と
し
て
交
付
さ
れ
る
。
通
告
が
遅
れ
る
場
合
'

補
償
額
は
二
・
五
ギ
ル
ダ
ー
/
月
づ
つ
引
き
上
げ
ら
れ
る
。
糖
業
は
土

地
不
使
用
を
一
方
的
に
通
告
で
き
、
こ
の
場
合
'
借
地
料
全
額
支
払
義

務
は
な
い
。
土
地
が
使
用
さ
れ
る
場
合
に
は
'
先
払
さ
れ
た
補
償
頂
は
'

第
二
回
目
の
支
払
の
際
に
借
地
料
か
ら
差
し
引
か
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
'

栽
培
面
積
の
増
減
に
対
応
可
能
な
方
式
が
と
ら
れ
た
。
同
権
業
は
、
こ

れ
に
よ
り
レ
バ
ラ
ン
(
I
n
l
a
n
d
s
c
h
e
 
N
i
e
u
w
j
a
a
r
-
こ
の
年
は
1
二

月
二
七
日
)
ま
で
に
約
一
〇
八
・
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
借
入
れ
'
そ
の
後

は
土
地
所
有
者
側
の
貸
出
意
欲
低
下
の
た
め
滞
っ
た
と
い
わ
れ
る
が
三

E
l

月
前
半
に
は
必
要
な
面
積
を
確
保
で
き
た
。

借
入
地
の
実
際
の
入
手
は
'
二
月
後
半
の
休
閑
借
部
分
五
〇
ヘ
ク

タ
ー
ル
か
ら
始
ま
っ
た
。
栽
培
用
地
の
早
期
入
手
は
栽
培
の
円
滑
な
進

展
の
た
め
極
満
て
重
要
な
の
で
'
こ
の
年
に
は
'
栽
培
中
止
以
前
と
同

G
J

様
に
土
地
の
早
期
提
供
に
対
す
る
割
増
金
が
設
定
さ
れ
た
が
'
そ
れ
は

期
待
ど
お
り
に
は
順
調
に
進
ま
ず
[
J
a
a
r
v
e
r
s
l
a
g
1
9
3
6
,
p
.
7
1
]
'

提
供
時
期
は
ば
ら
ば
ら
で
造
成
作
業
に
支
障
が
出
た
と
報
告
さ
れ
る

[

A

a

n

p

l

a

n

t

r

a

p

p

o

r

t

N

o

.

6

,

3

1

M

a

a

r

t

-

N

o

.

9

,

1

5

M

e

i

]

。

こ

の

原
因
は
'
一
九
三
六
/
三
七
年
の
栽
培
実
施
決
定
が
遅
れ
、
土
地
貸
出
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恐慌とリンギンアノム糖業(植村)

者
は
借
地
料
全
額
を
受
け
取
れ
る
の
か
'
そ
れ
と
も
不
使
用
補
償
を
受

け
取
る
こ
と
に
な
る
の
か
が
わ
か
ら
ず
、
こ
の
こ
と
が
栽
培
予
定
地
で

の
水
田
耕
作
の
迅
速
な
進
行
を
妨
げ
た
こ
と
'
加
え
て
一
九
三
五
年
に

は
定
期
が
長
引
き
稲
作
に
利
用
で
き
る
濯
満
用
水
が
常
に
不
十
分
で
あ

っ
た
こ
と
で
あ
る
[
J
a
a
r
v
e
r
s
l
a
g
1
9
3
5
,
p
.
4
7
-
4
8
]
-
こ
う
し
た

事
情
に
よ
っ
て
'
栽
培
用
地
の
引
渡
し
完
了
は
例
年
よ
り
も
遅
れ
'
六

月
前
半
に
ま
で
ず
れ
こ
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。

川
　
栽
培
用
地
の
造
成

こ
う
し
て
確
保
さ
れ
た
土
地
は
'
二
月
後
半
に
先
ず
休
閑
借
部
分
か

ら
'
次
い
で
三
月
初
句
か
ら
は
収
穫
済
み
の
水
田
部
分
か
ら
t
 
A
t
 
B
、

C
の
三
区
画
に
分
け
て
砂
糖
キ
ビ
栽
培
用
地
に
造
成
さ
れ
て
い
っ
た
。

造
成
作
業
は
先
ず
'
濯
満
・
排
水
路
を
は
り
め
ぐ
ら
す
こ
と
か
ら
始
ま

る
。
水
路
に
は
蕉
園
を
め
ぐ
る
環
状
水
路
(
r
i
n
g
 
g
o
t
e
n
)
'
幹
線
水

紘
(
h
o
o
f
d
 
g
o
t
e
n
)
'
小
水
路
(
k
l
e
i
n
e
 
g
o
t
e
n
)
の
別
が
あ
り
'
深

さ
は
七
〇
セ
ン
チ
'
水
路
問
の
間
隔
は
幹
線
水
路
が
通
常
の
土
地
で
一

〇
〇
メ
ー
ト
ル
'
湿
気
の
多
い
土
地
で
五
〇
メ
ー
ト
ル
'
小
水
路
は
一

〇
・
四
五
メ
ー
ト
ル
で
あ
っ
た
。
湿
気
の
多
い
土
地
部
分
に
は
'
植
溝

(
g
e
u
-
)
二
～
三
本
毎
に
そ
れ
と
同
方
向
に
追
加
の
小
水
路
を
掘
り
'

さ
ら
に
植
溝
の
真
ん
中
を
横
切
る
小
水
路
を
追
加
し
て
'
乾
燥
を
促
進

し
た
。
こ
の
作
業
に
少
し
遅
れ
て
、
植
溝
の
造
成
が
始
ま
る
。
植
溝
は

長
さ
一
〇
メ
ー
ト
ル
'
幅
四
〇
セ
ン
チ
'
深
さ
二
五
セ
ン
チ
で
あ
る
が
'

湿
気
の
多
い
部
分
で
は
先
述
の
よ
う
に
水
路
に
よ
り
長
さ
を
半
分
に
し

た
。
こ
の
作
業
は
一
本
当
り
一
・
五
セ
ン
ト
の
出
来
高
払
い
で
あ
る
。

掘
ら
れ
た
植
溝
は
再
度
鍬
入
れ
を
し
て
土
を
細
か
く
砕
き

(
-
o
s
w
e
r
k
e
n
)
'
土
を
十
分
空
気
に
触
れ
さ
せ
る
た
め
約
二
週
間
放
置

す
る
。
こ
の
後
'
通
常
の
土
地
は
植
床
が
地
表
面
か
ら
二
五
セ
ン
チ
へ

乾
燥
の
激
し
い
土
地
で
は
三
〇
セ
ン
チ
'
湿
っ
た
土
地
で
は
一
五
セ
ン

チ
の
深
さ
に
な
る
よ
う
に
'
非
常
に
湿
っ
た
土
地
に
関
し
て
は
ほ
ぼ
地

表
面
に
ま
で
溝
の
両
側
に
積
み
上
げ
た
土
が
埋
め
戻
さ
れ
る
。
こ
う
し

て
'
植
付
の
準
備
が
終
了
す
る
こ
と
と
な
る
　
[
i
b
i
d
.
1
9
3
6
,
p
.

7
1
-
7
3
1
-

川
　
植
　
付

植
付
は
、
造
成
が
最
も
早
く
済
ん
だ
休
閑
借
部
分
か
ら
三
月
の
下
旬

に
開
始
さ
れ
'
造
成
完
了
部
分
か
ら
順
次
行
な
わ
れ
七
月
後
半
に
終
了

し
た
。
土
地
提
供
の
不
規
則
さ
の
た
め
作
業
ペ
ー
ス
は
最
初
の
う
ち
は

一
日
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
未
満
で
あ
っ
た
が
'
後
に
は
よ
り
多
く
の
土
地
が

使
用
可
能
に
な
り
一
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
越
え
た
。
こ
の
結
果
'
植
付
最

適
月
の
四
'
五
月
の
植
付
面
積
は
約
半
分
で
あ
っ
た
。
前
日
に
植
溝
に

潅
水
L
t
雑
草
を
取
り
除
い
て
苗
を
植
え
、
直
後
に
小
量
の
湛
水
が
行

な
わ
れ
た
。
潅
水
は
水
路
か
ら
人
手
で
水
を
汲
み
上
げ
て
実
施
さ
れ
た

が
、
労
働
力
不
足
の
た
め
'
植
付
期
後
半
に
は
前
日
に
植
溝
に
水
路
か

ら
直
接
注
水
す
る
方
法
が
採
用
さ
れ
た
。
こ
の
後
'
枯
死
し
た
苗
を
取

り
除
き
'
新
し
い
苗
に
代
え
る
補
植
作
業
を
経
て
植
付
は
八
月
に
す
べ

S

3

凸

て
終
了
し
た
[
i
b
i
d
.
,
p
.
7
3
-
7
4
]
-
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川
　
栽
培
の
維
持
・
管
理

こ
の
後
'
砂
糖
キ
ど
の
百
は
生
育
期
に
入
る
が
'
こ
の
時
期
の
主
要

な
作
業
は
'
施
肥
'
培
土
(
首
の
生
長
に
応
じ
て
植
溝
の
両
側
に
積
み

上
げ
ら
れ
て
い
た
土
を
根
元
に
被
せ
る
)
'
潅
水
'
除
草
な
ど
で
あ
る
。

施
肥
は
硫
安
を
主
と
L
t
時
期
を
ず
ら
せ
二
回
行
な
う
。
第
一
回
施
肥

の
直
後
に
小
量
の
土
を
被
せ
'
こ
の
後
'
第
二
回
施
肥
の
数
日
後
に
第

一
回
培
土
が
行
な
わ
れ
る
。
こ
の
糖
業
で
は
一
般
に
生
育
日
数
四
五
～

五
〇
日
ご
ろ
に
第
一
回
培
土
を
'
六
〇
～
六
五
日
ご
ろ
に
第
二
回
'
九

〇
日
ご
ろ
に
第
三
回
'
一
二
〇
日
ご
ろ
に
最
終
培
土
を
実
施
し
'
こ
の

年
の
培
土
は
一
一
月
中
旬
に
は
実
質
的
に
終
了
し
た
。

生
育
期
の
砂
糖
キ
ビ
へ
の
濯
概
は
'
植
溝
に
水
路
か
ら
直
接
給
水
し

て
行
な
う
。
パ
ナ
ル
カ
ン
郡
で
の
給
水
原
則
は
昼
間
は
砂
糖
キ
ビ
に
'

夜
間
は
住
民
農
業
に
給
水
す
る
昼
夜
給
水
法
(
d
a
g
e
n
n
a
c
h
t
-
r
e
g
e
1
-

i
n
g
)
　
で
あ
り
'
リ
ン
ギ
ン
ア
ノ
ム
糖
業
は
通
常
時
に
は
午
前
七
時
か

ら
午
後
三
時
ま
で
給
水
を
受
け
た
が
'
水
田
の
耕
作
が
始
ま
る
二
月

1
　
1
日
以
降
の
給
水
時
間
は
二
時
～
四
時
へ
と
短
縮
さ
れ
t
 
l
二
月

一
〇
日
以
降
は
ほ
ぼ
す
べ
て
の
水
が
住
民
栽
培
に
回
さ
れ
'
糖
業
は
濯

概
の
必
要
な
苗
園
を
除
き
特
別
の
申
請
を
し
な
い
と
給
水
を
受
け
ら
れ

な
か
っ
た
[
i
b
i
d
.
,
p
.
8
5
]
-

㈱
　
収
穫
に
向
け
て
の
準
備

以
上
の
よ
う
に
栽
培
作
業
の
重
要
部
分
は
ほ
ぼ
二
月
中
旬
に
終
了

し
'
後
は
成
熟
を
待
っ
て
収
穫
す
る
の
み
と
な
る
。
そ
の
た
め
の
準
備

作
業
と
し
て
、
九
月
後
半
か
ら
先
ず
砂
糖
キ
ど
の
高
さ
の
測
定
が
始
め

ら
れ
る
。
こ
の
糖
業
の
こ
の
年
の
栽
培
品
種
は
　
2
8
7
8
P
.
O
.
J
.
 
'

2
9
6
7
P
.
O
.
J
.
の
二
種
類
で
あ
っ
た
が
'
九
月
三
〇
日
の
栽
培
報
告

で
は
両
者
と
も
に
一
二
〇
セ
ン
チ
で
あ
っ
た
。
生
育
は
順
調
で
一
二
月

末
の
栽
培
報
告
で
は
三
二
三
セ
ン
チ
'
最
終
の
測
定
結
果
が
報
告
さ
れ

た
三
月
三
一
日
の
栽
培
報
告
で
は
前
者
は
四
三
七
セ
ン
チ
'
後
者
は
四

二
九
セ
ン
チ
に
達
し
た
。
四
月
初
め
か
ら
は
成
熟
度
調
査
(
含
糖
量
な

ど
の
サ
ン
プ
ル
測
定
と
葉
の
色
の
観
察
)
が
開
始
さ
れ
る
。
こ
の
年
'

砂
糖
キ
ど
の
生
育
終
了
の
最
初
の
兆
候
は
二
月
の
前
半
に
乾
燥
が
最
も

進
ん
だ
蕉
園
周
縁
部
で
観
察
さ
れ
'
そ
の
後
'
成
熟
現
象
は
着
実
に
増

加
し
て
い
っ
た
が
'
四
'
五
月
に
雨
が
多
か
っ
た
た
め
前
年
に
比
べ
か

な
り
遅
れ
が
み
ら
れ
[
i
b
i
d
.
,
p
.
2
1
]
'
収
穫
開
始
の
メ
ド
が
た
っ
た

の
は
五
月
末
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
'
六
月
一
九
日
'
例
年
よ
り
か
な

L
I
J
)
)

り
遅
く
収
穫
が
開
始
さ
れ
た
。

㈱
　
収
　
穫

収
穫
は
最
も
早
く
植
付
け
ら
れ
た
区
画
か
ら
着
手
さ
れ
'
次
い
で
竜

燥
の
進
ん
だ
周
縁
部
及
び
失
火
を
減
ら
す
た
め
線
路
沿
い
の
部
分
が
六

月
中
に
刈
り
取
ら
れ
た
[
A
a
n
p
l
a
n
t
r
a
p
p
o
r
t
1
9
3
7
,
N
o
.
1
2
]
。
収

穫
に
従
事
し
た
の
は
'
工
場
周
辺
に
住
む
1
ギ
ル
ダ
ー
の
前
払
金
で
契

約
さ
れ
た
収
穫
労
働
者
七
一
九
名
と
'
年
来
の
慣
例
で
あ
っ
た
サ
ブ
テ

ィ
島
か
ら
の
輸
入
労
働
者
二
一
四
名
(
彼
ら
は
旅
費
二
五
セ
ン
ト
'
食

費
一
〇
セ
ン
ト
を
支
給
さ
れ
る
)
　
で
あ
る
。
収
穫
賃
金
は
砂
陪
キ
ピ
ー

キ
ン
タ
ル
当
り
一
・
五
セ
ン
ト
の
出
来
高
払
い
で
あ
っ
た
が
'
状
態
の

良
い
砂
糖
キ
ビ
が
輸
送
用
貨
車
に
三
八
キ
ン
タ
ル
以
上
積
載
さ
れ
て
い
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る
場
合
に
は
'
ク
ー
リ
ー
に
五
セ
ン
ト
'
収
穫
頭
韻
に
は
二
セ
ン
ト
の

割
増
金
が
支
払
わ
れ
'
逆
に
正
し
く
収
穫
さ
れ
て
い
な
い
場
合
'
収
穫

賃
金
は
減
額
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
賃
金
は
'
収
穫
日
の
翌
朝
、
収
穫
監

督
の
手
で
'
そ
の
日
の
収
穫
割
当
の
指
示
後
に
支
払
わ
れ
た

[
J
a
a
r
v
e
r
s
l
a
g
1
9
3
7
,
p
.
1
4
7
]
-

収
穫
の
進
捗
状
況
は
'
各
半
月
毎
の
1
日
当
り
平
均
収
穫
面
積
を
見

る
と
頂
に
五
・
〇
t
 
l
ハ
・
四
'
六
・
四
'
六
・
九
'
七
・
1
'
l
ハ
・
五
t

l
ハ
エ
ハ
'
六
・
四
'
六
・
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
り
'
六
月
後
半
が
際
立

っ
て
悪
く
'
そ
の
後
も
増
加
し
て
八
月
の
後
半
に
ピ
ー
ク
と
な
り
'
以

降
再
び
低
下
し
て
い
る
。
こ
れ
は
次
の
よ
う
な
事
情
に
よ
る
。
六
月
後

半
に
は
労
働
者
の
中
で
病
気
が
広
が
り
'
労
働
力
供
給
が
悪
化
し
た
。

七
月
前
半
に
は
病
人
数
が
減
少
し
'
作
業
に
あ
た
る
収
穫
労
働
者
の
数

も
十
分
に
な
っ
た
た
め
収
穫
の
ペ
ー
ス
は
上
昇
し
'
そ
の
後
'
八
月
中

ま
で
は
収
穫
'
輸
送
と
も
に
順
調
に
進
ん
だ
が
'
九
月
か
ら
は
倒
れ
た

砂
糖
キ
ど
の
収
穫
が
増
加
し
'
収
穫
園
も
次
第
に
製
糖
工
場
か
ら
遠
く

離
れ
た
も
の
に
な
り
'
ペ
ー
ス
は
低
下
し
た
[
A
a
n
p
l
a
n
t
r
a
p
p
o
r
t

1
9
3
7
,
N
o
.
1
2
-
N
o
.
2
0
]
-

と
こ
ろ
で
'
ジ
ャ
ワ
の
糖
業
で
は
か
つ
て
収
穫
期
に
し
ば
し
ば
放
火

に
よ
る
民
国
火
事
が
発
生
し
収
穫
作
業
の
進
行
を
妨
げ
た
が
'
1
般
に

は
一
九
二
年
を
ピ
ー
ク
に
そ
の
後
は
減
少
し
'
二
〇
年
代
以
降
は
ほ

:
c
a

と
ん
ど
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
年
の
収
穫
で
は
火
事

は
三
件
'
焼
け
た
面
積
は
合
計
二
・
六
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
す
ぎ
ず
'

(
7
)

す
べ
て
失
火
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
た
だ
'
砂
糖
キ
ど
の
盗
難
は
相

変
わ
ら
ず
多
く
'
特
に
九
月
に
は
A
区
画
に
属
す
る
二
つ
の
庶
園
で
大

量
の
盗
難
が
発
生
し
'
見
張
の
追
加
が
行
な
わ
れ
た
と
い
う
[
i
b
i
d
.
,

(
8
)

N
o
.
1
7
,
N
o
.
1
8
]
-
い
ず
れ
に
せ
よ
'
こ
の
年
の
収
穫
は
l
　
ヘ
ク
タ
ー

ル
当
り
1
五
一
ハ
五
キ
ン
タ
ル
の
砂
糖
キ
ビ
t
 
l
五
七
・
〇
キ
ン
タ
ル
の

砂
糖
t
.
含
倍
率
二
へ
ク
タ
ー
ル
当
り
の
砂
糖
生
産
且
聖
二
ヘ
ク
タ
ー

ル
当
り
の
砂
糖
キ
ピ
収
量
×
1
0
0
)
　
1
〇
・
・
〇
三
と
い
,
ナ
平
均
値
を

残
し
て
1
0
月
二
九
日
に
終
了
し
た
[
J
a
a
r
v
e
r
s
l
a
g
1
9
3
7
,
p
.
1
4
7
]
-

川
　
砂
梧
キ
ど
の
工
場
へ
の
輸
送

砂
糖
キ
ど
の
工
場
へ
の
輸
送
は
'
先
ず
蕉
園
か
ら
常
設
の
ト
ロ
ッ
コ

線
路
(
総
延
長
四
三
キ
ロ
)
ま
で
は
取
外
し
可
能
な
臨
時
の
線
路
を
敷

き
、
貨
車
を
一
対
当
り
五
ギ
ル
ダ
ー
の
前
払
金
で
契
約
さ
れ
た
合
計
五

六
対
の
牛
に
引
か
せ
た
。
そ
こ
か
ら
工
場
ま
で
は
合
計
六
台
の
蒸
気
機

関
車
が
牽
引
し
'
敷
地
内
で
は
、
砂
糖
キ
ビ
荷
下
し
施
設
ま
で
運
ぶ
の

に
昼
間
'
夜
間
そ
れ
ぞ
れ
三
対
の
牛
が
牽
引
力
と
し
て
利
用
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
線
路
は
'
収
穫
期
を
通
し
て
'
毎
日
'
三
名
の
頭
領
と
一
五

名
の
ク
ー
リ
ー
の
手
で
点
検
さ
れ
'
ま
た
線
路
の
布
設
・
取
外
し
に
は

一
二
名
の
頭
領
と
四
八
名
の
ク
ー
リ
ー
が
あ
た
っ
た
。

輸
送
用
貨
車
は
一
二
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
'
加
工
速
度
及
び
未
加

工
の
収
穫
済
み
砂
糖
キ
ビ
量
を
勘
案
し
て
決
め
ら
れ
た
当
日
収
穫
量
に

合
わ
せ
'
大
半
が
早
朝
l
ハ
時
に
収
穫
園
へ
配
車
さ
れ
午
後
1
時
ま
で
使

用
さ
れ
た
。
配
車
の
遅
れ
た
貨
車
に
は
積
込
み
は
な
さ
れ
た
が
'
一
杯

に
積
む
た
め
そ
の
日
に
は
工
場
へ
牽
引
せ
ず
'
翌
朝
一
番
に
空
の
貨
車

を
引
い
て
き
た
機
関
車
で
工
場
へ
運
ば
れ
た
。
使
用
さ
れ
た
貨
車
は
累

計
三
六
七
九
八
両
'
1
日
当
り
三
〇
七
両
弱
で
あ
っ
た
[
i
b
i
d
.
,
p
.
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労
働
力
不
足
問
題

以
上
の
よ
う
な
農
園
部
門
の
作
業
に
於
い
て
'
こ
の
糖
業
で
常
に
問

題
で
あ
っ
た
の
は
労
働
力
を
如
何
に
確
保
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

た
。
こ
の
年
の
労
働
力
供
給
状
況
に
関
し
て
'
一
九
三
六
年
の
年
次
報

告
は
大
要
以
下
の
如
く
述
べ
て
い
る
。
労
働
者
の
出
は
前
年
よ
り
は
改

善
さ
れ
た
が
十
分
で
は
な
く
'
常
に
そ
の
確
保
の
た
め
に
大
き
な
努
力

が
払
わ
れ
た
が
'
そ
の
中
で
は
労
働
力
輸
入
が
大
き
な
部
分
を
占
め
た
。

三
'
四
月
は
'
天
候
不
順
や
デ
サ
地
の
再
ク
ラ
ス
分
け
の
た
め
に
労
働

者
の
出
は
悪
か
っ
た
。
五
月
に
は
天
候
が
回
復
し
若
干
の
改
善
が
見
ら

れ
た
が
'
そ
の
後
'
労
働
者
の
中
に
多
数
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
'
マ
ラ

リ
ア
の
患
者
が
発
生
'
さ
ら
に
稲
収
穫
後
'
恒
例
の
デ
サ
の
祝
祭
'
結

婚
式
な
ど
に
よ
り
労
働
者
の
出
は
目
に
見
え
て
悪
化
'
七
月
後
半
以
降

は
概
し
て
良
好
に
な
っ
た
が
'
常
に
労
働
者
供
給
に
多
く
の
注
意
が
払

わ
れ
た
[
i
b
i
d
.
1
9
3
6
,
p
.
7
2
]
-
そ
し
て
'
こ
う
し
た
労
働
力
不
足
は

造
成
作
業
の
遅
れ
(
四
月
後
半
'
六
月
前
半
)
[
A
a
n
p
l
a
n
t
r
a
p
p
o
r
t

1
9
3
6
,
N
o
.
8
,
N
o
.
1
1
]
'
培
土
の
遅
れ
(
A
区
画
'
八
月
前
半
)

[
i
b
i
d
.
,
N
o
.
1
5
]
を
齋
ら
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
糖
業
は
先
述
の
如

く
収
穫
に
も
他
地
域
か
ら
労
働
者
を
輸
入
し
て
お
り
'
一
般
に
は
近
隣

(
9
)

か
ら
「
安
価
な
労
働
力
が
過
剰
に
供
給
さ
れ
る
」
ジ
ャ
ワ
糖
業
の
労
働

力
事
情
と
は
か
な
り
異
な
っ
た
状
況
に
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
状
況
は
こ
の
年
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
各
年
の
年
次

報
告
書
の
「
労
働
力
」
の
項
目
の
記
事
に
は
'
毎
年
'
労
働
力
供
給
状

沢
の
悪
さ
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
い
く
つ
か
の
例
を
挙
げ
る
と
'
労
働

者
の
出
方
が
予
想
を
下
回
り
'
パ
イ
ト
ン
'
ク
ラ
ク
サ
ー
ン
'
ブ
ス
キ

か
ら
労
働
者
を
輸
入
し
た
が
'
結
局
'
作
業
が
遅
れ
六
月
中
旬
終
了
予

定
だ
っ
た
三
六
年
糖
の
植
付
が
七
月
一
五
日
ま
で
か
か
っ
た

[
J
a
a
r
v
e
r
s
l
a
g
1
9
3
6
,
p
.
1
8
]
'
稲
の
収
穫
が
遅
れ
た
た
め
近
隣
糖
業

の
造
成
開
始
が
遅
れ
'
こ
の
た
め
に
労
働
力
供
給
が
前
年
よ
り
も
悪
化

し
た
'
マ
ラ
リ
ア
'
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
'
赤
痢
の
流
行
に
よ
り
多
数
の

病
人
が
出
た
(
三
1
年
糖
)
[
i
b
i
d
.
1
9
3
0
,
p
.
2
8
]
'
土
地
が
早
期
に

利
用
可
能
と
な
っ
た
の
で
そ
れ
を
直
ぐ
に
造
成
す
る
た
め
労
働
力
輸
入

に
全
力
を
挙
げ
'
稲
の
収
穫
が
ま
だ
始
ま
っ
て
い
な
い
ク
ラ
ク
サ
ー
ン
'

ブ
ス
キ
周
辺
及
び
近
隣
糖
業
周
辺
か
ら
二
月
後
半
期
に
八
〇
〇
名
の
労

働
者
を
輸
入
し
た
'
三
月
中
句
の
レ
バ
ラ
ン
に
は
例
の
如
く
労
働
力
供

給
は
大
き
く
低
下
し
た
'
五
～
七
月
は
デ
サ
の
祝
祭
、
マ
ラ
リ
ア
の
大

流
行
の
た
め
労
働
者
の
出
が
悪
か
っ
た
(
三
〇
年
糖
　
[
i
b
i
d
.
1
9
2
9
,

p
.
3
2
,
1
9
3
0
,
p
.
3
]
'
植
付
'
除
草
な
ど
の
作
業
の
た
め
に
多
数
の
労

働
者
を
マ
ド
ゥ
ラ
及
び
そ
の
周
辺
の
諸
島
、
女
性
労
働
力
を
山
間
部
の

デ
サ
か
ら
輸
入
し
'
彼
ら
の
た
め
に
工
場
周
辺
に
新
た
に
五
軒
の
ク
ー

リ
I
小
星
を
建
て
た
(
二
七
年
梧
)
[
i
b
i
d
.
1
9
2
6
,
p
.
2
0
]
と
い
う
よ

う
な
状
況
で
あ
っ
た
。
収
穫
労
働
者
も
'
毎
年
'
サ
ブ
デ
ィ
島
か
ら
輸

入
し
て
お
り
'
近
隣
出
身
の
契
約
労
働
者
に
対
す
る
前
払
金
交
付
は
'

一
九
二
⊥
ハ
年
か
ら
労
働
者
の
交
替
と
減
少
を
減
ら
す
た
め
に
始
ま
っ
た

も
の
で
あ
っ
た
[
i
b
i
d
.
.
p
.
3
8
]
。

こ
の
よ
う
に
こ
の
塘
業
に
於
け
る
労
働
力
供
給
の
悪
さ
は
構
造
的
で

あ
っ
た
。
そ
の
最
も
基
本
的
な
要
因
は
こ
の
地
域
の
人
口
の
少
な
さ
に
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あ
る
。
一
九
三
〇
年
の
人
口
調
査
に
よ
る
と
こ
の
機
業
の
位
置
す
る
パ

ナ
ル
カ
ン
県
の
人
口
密
度
は
一
八
四
・
四
人
/
平
方
キ
ロ
に
過
ぎ
ず
'

県
別
で
は
バ
ニ
ュ
ワ
ン
ギ
県
二
三
二
・
九
人
)
に
次
い
で
下
か
ら
二

番
目
で
あ
り
'
ジ
ャ
ワ
全
体
の
平
均
値
三
一
六
・
一
人
を
大
き
く
下
回

る
t
V
o
l
k
s
t
e
l
l
i
n
g
1
9
3
0
,
d
e
e
1
3
,
1
9
3
4
,
p
.
5
]
-
そ
れ
に
も
か
か
わ

ら
ず
'
こ
の
県
で
は
こ
の
時
期
'
六
つ
の
糖
業
が
操
業
L
t
労
働
力
不

足
は
必
至
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
た
だ
、
1
九
三
五
年
の
年
次
報
告

が
三
六
年
の
栽
培
労
働
者
不
足
の
原
因
に
つ
い
て
t
 
H
住
民
は
現
金
経

済
を
最
小
限
に
と
ど
め
て
お
り
'
現
金
獲
得
の
た
め
の
労
働
の
緊
急
性

は
大
き
く
な
か
っ
た
'
川
嶋
業
の
栽
培
縮
小
に
よ
り
拡
大
し
た
住
民
栽

培
に
多
く
の
労
働
力
が
吸
収
さ
れ
た
'
川
稲
の
収
穫
は
良
好
で
あ
り
食

料
事
情
が
よ
い
の
で
'
労
働
意
欲
が
低
下
し
て
い
る
と
い
う
三
点
を
挙

げ
て
い
る
[
J
a
a
r
v
e
r
s
l
a
g
1
9
3
5
,
p
.
2
1
-
2
2
]
よ
う
に
'
恐
慌
が
状

況
を
さ
ら
に
悪
化
さ
せ
た
点
も
見
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に

せ
よ
'
こ
の
糖
業
で
は
労
働
力
輸
入
に
よ
っ
て
初
め
て
作
業
の
円
滑
な

進
展
が
可
能
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

第
二
章
　
リ
ン
ギ
ン
ア
ノ
ム
糖
業
の
恐
慌
対
策

一
般
に
ジ
ャ
ワ
の
糖
業
は
'
一
九
二
〇
年
代
後
半
期
か
ら
世
界
市
場

に
於
け
る
糖
価
の
低
落
が
始
ま
る
と
と
も
に
施
設
の
補
修
回
数
削
減
'

職
員
数
削
減
'
賃
下
げ
な
ど
様
々
な
形
で
経
営
合
理
化
に
努
め
'
一
九

(
1
0
)

三
一
/
三
二
年
か
ら
大
幅
な
栽
培
縮
小
に
入
っ
た
。
こ
こ
で
は
'
そ
れ

が
こ
の
糖
業
で
ど
の
よ
う
に
行
な
わ
れ
'
再
開
後
の
栽
培
に
如
何
な
る

影
響
を
及
ぼ
し
た
か
を
考
え
た
い
。

先
ず
、
一
九
二
五
/
二
六
年
～
一
九
三
七
/
三
八
年
の
栽
培
部
門
に

於
け
る
経
営
費
の
変
化
を
'
第
二
表
に
よ
り
検
討
し
よ
う
。
い
ま
'
こ

れ
ら
を
栽
培
縮
小
前
の
通
常
期
二
九
二
五
/
二
六
年
～
一
九
三
〇
/
・

三
一
年
)
'
縮
小
期
二
九
三
一
/
三
二
年
)
'
停
止
期
二
九
三
二
/

三
三
年
～
一
九
三
四
/
三
五
年
)
'
再
開
期
(
一
九
三
五
/
三
六
年
～

一
九
三
七
/
三
八
年
)
に
分
け
各
期
の
「
合
計
」
の
平
均
を
み
る
と
'

そ
れ
ぞ
れ
六
七
四
・
九
六
'
五
六
七
・
九
四
'
六
六
・
〇
一
'
二
七
八

・
四
六
ギ
ル
ダ
ー
で
'
縮
小
期
は
通
常
期
の
八
四
%
、
停
止
期
は
一
〇

%
、
再
開
期
は
四
一
%
で
あ
り
'
大
規
模
な
経
費
削
減
の
実
施
が
窺
わ

れ
る
。
ま
た
'
削
減
は
大
半
の
費
目
に
関
し
て
縮
小
期
に
入
る
以
前
か

ら
始
ま
り
へ
縮
小
期
'
再
開
期
に
は
一
層
進
ん
で
い
る
。
た
だ
'
こ
こ

で
そ
の
中
身
を
す
べ
て
の
費
目
に
関
し
て
検
討
す
る
こ
と
は
紙
幅
の
関

係
か
ら
不
可
能
な
の
で
'
以
下
で
は
合
計
す
れ
ば
栽
培
費
の
ほ
ぼ
半
分

を
占
め
'
ま
た
農
民
経
済
と
の
関
わ
り
が
特
に
深
い
「
借
地
」
と
「
耕

<=)

作
」
に
絞
っ
て
考
え
て
み
た
い
。

「
借
地
」
は
借
地
料
'
土
地
早
期
提
供
促
進
の
た
め
の
割
増
金
な
ど

か
ら
な
り
'
先
ず
一
九
二
六
/
二
七
年
の
上
昇
は
'
こ
の
年
の
栽
培
地

に
借
地
料
が
長
期
借
地
の
二
倍
の
単
年
借
地
が
多
い
こ
と
'
栽
培
拡
張

に
伴
う
新
規
借
入
地
の
借
地
料
が
高
い
こ
と
'
一
二
年
半
契
約
か
ら
二

1
年
半
契
約
へ
の
変
更
実
施
が
原
因
で
あ
る
[
J
a
a
r
v
e
r
s
l
a
g
1
9
2
6
,

p
.
3
4
,
1
9
2
7
,
p
.
9
]
-
　
九
二
九
/
三
〇
年
の
高
騰
は
'
二
1
年
半

契
約
へ
の
変
更
と
'
異
常
に
早
い
雨
期
入
り
に
よ
り
栽
培
用
地
の
早
期

提
供
が
進
み
'
割
増
金
支
払
が
増
加
し
た
た
め
で
あ
る
[
i
b
i
d
.
-
¢
∽
〇
、
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第2表　ha当り部門別栽培費一覧

欧人職

員給与

原住民職

員 給 与
見 張 借 地 耕 作 施 肥 涯 概 -H-

田
橋 .道路 雑 費 合 計 出 所

1925′26 50.56 3 1.75 - 68.37 234 .47 102.90 10.58 87.98 1.86 24.0 0 612.47 Jaarv erslag 1927 ,p .8

192 6′27 54.8 32.78 ll.19 86.85 254.69 10 5.36 ll.99 89.45 3 .00 16.0 6 666.17 Jaarv erslag 1928 ,p .I

1927′28 45.37 34.87 10 .50 90.97 256.57 108 .12 13.9 6 134.58 2.66 18 .13 715.73 Jaarverslag 1929 ,p . 10

1928 ′29 49.44 36.86 ll.9 1 90.15 255.95 105 .99 13.4 7 95.92 2.72 20 .17 682.58 Jaarv erslag 1930 ,p .9

1929′30 53.7 4 35.10 12 .5 1 145.31 239.64 105.45 ll.7 5 92.12 2.56 20 .64 718.82 Jaarv erslag 1931 ,p .l l

1930/31 47 .ll 34.64 ll.07 135.56 221.10 88.33 8 .78 83.79 1.14 22 .48 654.00 Jaarverslag 1932 ,p. 15

193 1′32 46 .87 36.33 18.76 14 2.54 171.ll 64.89 6 .58 53.41 0.32 27 .13 567.94 Jaarverslag 19 33, p. 16

1932′33 16 .50 7.61 0.4 1 3 5.79
-

8.26 .17 9.46
-

0.00 7 8.21 Jaarverslag 19 33, p. 16

1933′34 2 .68 1.18 0.17 36 .88
- - - - -

0.00 40 .9 1 Jaarverslag 19 34, p. 6

1934′35 9. 10 0 .7 1 0.15 68.96
- - - - - -

78 .92 Jaarverslag 19 35,p . 7

1935′36 22.73 6.63 3.78 109.71 72 .04 52.36 3.54 2 5.70 0.15 3 00.00 300.52 Ja∬v erslag 193 7,p . 110

1936/37 27.86 10.69 3 .54 108.54 7 1.08 31.50 6.15 16 .2 1 0.07 4.08 279.72 J aarverslag 193 8,p .3 7

1937′38 25.95 10.62 3 .59 92.37 69 .83 31.92 6.13 14 .75 0 .10 4.34 259.60 Jaarversla g 1938 ,p .3 7

単位:ギルダー

表註: 1933-35年の数字は総額を借地面積で割ったものである。

P
.
9
]
-
停
止
期
の
こ
の
項
目
は
栽
培
停
止
補
償
'
後
述
す
る
新
契
約

へ
の
変
更
費
用
な
ど
か
ら
な
る
[
i
b
i
d
.
1
9
3
3
,
p
.
1
6
,
1
9
3
4
,
p
.
7
,

U
K
t
f
.
H
i
.
s
　
蝣
^
n
w
:
ハ
出
撃
が
小
1
f
J
い
-
 
"
*
+
‥
'
い
　
　
　
に
上
'
"
'
^
=

地
料
の
低
下
に
よ
る
。
こ
の
時
期
の
数
字
は
生
産
制
限
に
伴
う
出
費
を

含
み
'
こ
れ
を
控
除
し
た
部
分
は
1
九
三
五
/
三
六
年
の
例
で
い
う
と

七
四
・
八
七
ギ
ル
ダ
ー
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
時
期
の
漸
減
は
'
生
産
制

限
に
伴
う
出
費
が
次
第
に
減
少
す
る
こ
と
に
よ
る
[
i
b
i
d
.
1
9
3
6
,
p
.

2
5
,
1
9
3
7
,
p
.
1
1
0
,
1
9
3
8
,
p
.
3
3
]
-
こ
の
よ
う
に
'
再
開
期
の
借
地

料
は
通
常
期
と
比
べ
大
き
-
引
き
下
げ
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
'
こ
の
過

程
で
の
様
々
な
問
題
に
関
し
て
は
次
章
で
詳
述
す
る
。

「
耕
作
」
は
通
常
期
に
於
い
て
栽
培
費
に
占
め
る
割
合
が
最
も
高
く
'

そ
の
節
減
は
糖
業
に
と
り
極
め
て
重
要
で
あ
っ
た
。
節
減
は
1
九
二
九

/
三
〇
年
か
ら
始
ま
り
'
全
般
的
に
支
出
が
厳
し
く
管
理
制
限
さ
れ

[
i
b
i
d
,
1
9
3
0
,
p
.
9
]
'
再
開
期
に
は
「
様
々
な
仕
事
の
単
価
を
非
常
に

低
く
設
定
し
」
て
出
費
の
削
減
が
計
ら
れ
た
[
i
b
i
d
.
1
9
3
6
,
p
.
2
5
]
-

す
な
わ
ち
'
各
作
業
の
出
来
高
払
い
賃
金
が
引
き
下
げ
ら
れ
た
の
で
あ

る
。
い
ま
'
こ
れ
に
関
す
る
各
時
期
の
デ
ー
タ
-
を
提
示
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
が
'
一
例
を
挙
げ
る
と
'
一
九
三
六
/
三
七
年
の
植
溝
造
成

賃
金
一
本
当
り
一
・
五
セ
ン
ト
は
'
工
場
が
栽
培
実
施
に
備
え
て
一
九

三
二
年
九
月
に
作
成
し
た
一
九
三
三
/
三
四
年
栽
培
予
算
で
の
二
・
五

セ
ン
ト
[
C
o
n
f
i
d
e
n
t
i
e
e
1
1
9
3
2
,
N
o
.
8
4
]
と
比
べ
て
も
極
め
て
低

い
設
定
だ
と
い
え
る
。

さ
て
'
「
耕
作
」
費
節
減
の
い
ま
ひ
と
つ
の
内
容
は
'
農
園
作
業
従

事
労
働
者
数
の
削
減
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
第
三
表
は
1
九
二
五
/
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恐慌とリンギンアノム糖業(植村)

第3表　農園作業従事クーリー致(1ha当り)

2 月 3 n 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 1 2 月 累 計

19 2 5 ′2 6
-

1 2 . 7 5 2 . 4 9 2 .7 9 7 .8 8 2 . 7 8 1 . 2 n . d . n . d . n . d . n . d . 4 19 .3

19 2 6 ′2 7
- 2 2 . 2 5 2 . 2 10 0 .7 10 9 .9 12 8 . 2 1 0 6 . 8 n . d . n . d . n . d . n . d . 5 19 .7

19 2 7 ′2 8 1 3 . 0 4 6 . 4 7 4 . 4 1 27 . 1 10 8 .0 12 1. 1 8 7 . 2 5 5 .4 n . d . n . d . n . d . 6 3 2 ー6

19 2 8 ′2 9 8 . 5 5 2 . 5 1 1 4 . 2 1 2 1 .0 1 14 . 1 10 9 . 1 8 8 . 7 6 7 .0 n . d . n . d . n . d . 6 7 5 . 1

19 2 9 ′3 0 4 4 . 0 8 4 .0 14 0 .6 9 5 .7 10 2 .8 9 7 . 0 7 8 . 3 6 0 .2 5 1. 9 3 8 . 9 2 7 .7 8 2 1. 1

19 3 0 ′3 1 9 . 3 5 8 . 6 1 3 0 .7 1 10 .3 1 12 .5 9 9 . 1 7 7 . 2 70 .4 6 3 . 8 3 7 . 7 2 5 .0 7 9 4 . 6

1 9 3 1 ′3 2 2 . 0 7 9 .4 1 3 7 . 1 15 6 .3 1 19 .6 9 6 . 0 6 9 . 0 4 8 .9 3 8 . 2 9 . 0 16 .0 7 7 1. 6

1 9 3 5 ′3 6 n . d . 2 1 .9 6 6 .7 9 6 .5 7 4 .7 1 1 ー0 n . d . n . d . n . d .
ふ. d . n . d . 2 8 0 . 8

1 9 3 6 ′3 7 n . d . 4 0 .7 8 9 .5 10 2 .8 7 4 .2 1 9 . 3 n . d . n . d . n . d . n . d . n . d . 3 2 6 . 5

1 9 3 7 ′3 8 n . d . 3 9 .0 10 4 .3 9 3 .9 4 4 .5 2 0 . 1 n . d . n . d . n . d . n . d . n . d . 3 0 1 . 9

表註:n.d.は,この部分のデーターが記載されていないことを示す0

1935/36年以降の数字は,造成クーリ-と植付クーリーの合計数1935/36年7月の数

字は半月分である。

出所: 1925/26-1926/27 : Jaarverslag 1926, p. 20, 1927/28-1928!29 : ibid. 1928, p. 27,

1929/30-1931!32 : ibid. 1931, p. 41, 1935/36 : ibid. 1935, p. 22, 1936!37 : ibid. 1936,

p. 72, 1937/38 : ibid. 1937, p. 115の総人数数値より算出

二
六
年
～
一
九
三
七
/
三
八
年
の
農
園
作
業
従
事
ク
ー
リ
ー
数
(
ヘ
ク

タ
ー
ル
当
り
)
を
概
観
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
デ
ー
タ
I
は
'
年
次

に
よ
っ
て
数
字
の
と
り
方
が
異
な
り
単
純
に
は
比
較
で
き
な
い
が
'
そ

れ
が
同
じ
年
度
を
比
較
す
れ
ば
一
九
二
五
/
二
⊥
ハ
年
～
一
九
二
六
/
二

七
年
'
一
九
二
七
/
二
八
年
～
一
九
二
八
/
二
九
年
に
増
加
'
一
九
二

九
/
三
〇
年
～
一
九
三
一
/
三
二
年
に
は
減
少
し
て
お
り
'
ク
ー
リ
ー

数
は
一
九
二
八
/
二
九
年
あ
る
い
は
一
九
二
九
/
三
〇
年
ま
で
は
増
加

傾
向
に
あ
り
へ
そ
の
後
'
減
少
し
た
と
推
定
で
き
る
。
い
ま
'
通
常
期
'

縮
小
期
と
再
開
期
と
を
比
較
す
る
た
め
に
'
植
付
終
了
が
月
末
ご
ろ
で

あ
っ
た
一
九
二
五
/
二
六
年
(
八
月
末
終
了
)
'
一
九
二
八
/
二
九
午

(
七
月
末
)
、
一
九
三
〇
/
三
一
年
(
七
月
末
)
'
一
九
三
一
/
三
二
年

(
七
月
末
)
を
取
り
上
げ
、
各
年
の
植
付
終
了
ま
で
の
合
計
労
働
者
数

を
計
算
す
る
と
へ
　
四
一
九
・
五
'
五
一
九
・
四
'
五
二
一
・
〇
へ
　
四
九

四
・
四
と
い
う
結
果
に
な
る
。
こ
の
数
字
は
濯
潜
'
施
肥
'
培
土
な
ど

に
従
事
し
た
労
働
者
も
含
む
と
思
わ
れ
る
が
'
こ
の
時
期
に
最
大
の
労

働
力
を
要
す
る
の
は
造
成
'
植
付
と
考
え
ら
れ
'
こ
れ
を
再
開
期
の
数

字
と
比
較
す
る
な
ら
ば
'
極
め
て
大
き
な
労
働
者
数
の
削
減
実
施
が
窺

え
よ
う
。

こ
う
し
た
人
員
削
減
の
背
景
に
は
'
次
の
よ
う
な
作
業
内
容
の
変
更

が
あ
っ
た
。
最
も
変
わ
っ
た
の
が
栽
培
用
地
の
造
成
方
法
で
あ
る
。
一

九
三
一
年
の
年
次
報
告
書
に
よ
る
と
'
近
年
の
通
常
の
植
溝
は
長
さ
八

メ
ー
ト
ル
で
あ
り
'
一
九
三
一
/
三
二
年
に
も
七
八
・
五
%
が
こ
の
長

さ
で
掘
ら
れ
た
が
'
「
経
費
節
減
と
の
関
連
で
'
次
年
度
か
ら
普
通
の

土
地
で
の
植
付
の
た
め
に
植
溝
の
長
さ
を
一
〇
メ
ー
ト
ル
に
し
て
も
'
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困
難
や
損
失
は
な
い
。
こ
う
す
れ
ば
、
水
路
網
造
成
コ
ス
ト
が
か
な
り

節
減
で
き
よ
う
。
」
と
述
べ
ら
れ
[
J
a
a
r
v
e
r
s
l
a
g
1
9
3
1
,
p
.
4
0
]
'
水

路
数
を
減
ら
す
こ
と
に
よ
る
コ
ス
ト
削
減
が
意
図
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。
こ
う
し
て
'
再
開
期
に
は
前
章
で
述
べ
た
よ
う
な
長
さ
一
〇

メ
ー
ト
ル
の
植
溝
に
統
1
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
伴
っ
て
小
水

路
の
中
心
間
隔
は
従
来
の
八
メ
ー
ト
ル
か
ら
1
〇
・
五
メ
ー
ト
ル
に
広

が
り
'
幹
線
水
路
も
八
三
二
二
三
メ
ー
ト
ル
か
ら
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
間

隔
と
な
っ
た
[
i
b
i
d
.
1
9
3
6
,
p
.
8
5
]
-
水
路
は
'
1
九
三
l
/
三
二
年

ま
で
は
植
付
の
前
後
二
回
に
分
け
て
掘
っ
て
い
た
が
[
i
b
i
d
.
1
9
3
1
,

p
.
5
0
]
、
再
開
期
に
は
最
初
か
ら
目
標
の
深
さ
全
部
を
掘
り
'
深
さ
自

体
も
浅
-
な
り
[
i
b
i
d
.
1
9
3
6
,
p
.
8
5
]
'
省
力
化
が
計
ら
れ
た
。
ま
た
'

乾
燥
の
き
つ
い
区
画
で
は
一
九
三
一
/
三
二
年
か
ら
幅
二
五
セ
ン
チ
の

狭
い
植
溝
の
造
成
を
行
な
い
'
従
来
と
比
べ
て
造
成
費
を
半
分
で
済
ま

せ
た
[
i
b
i
d
.
1
9
3
1
,
p
.
4
0
]
-
こ
の
他
'
栽
培
の
維
持
・
管
理
に
於
い

て
も
'
一
九
三
一
~
/
三
二
年
に
は
「
耕
作
費
削
減
と
の
関
連
で
'
栽
培

の
清
潔
維
持
は
必
要
最
小
限
に
留
め
ら
れ
た
」
　
の
で
あ
る
[
i
b
i
d
.
-
p
1

4

2

1

-次
に
'
砂
糖
キ
ど
の
収
穫
・
輸
送
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。
第
四
表

は
'
収
穫
・
輸
送
費
を
一
覧
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
直
ち
に
わ

か
る
の
は
'
縮
小
期
以
降
の
総
額
の
著
し
い
減
少
で
あ
り
'
ま
た
'
コ

ス
ト
の
高
い
牛
車
に
よ
る
輸
送
は
次
第
に
よ
り
安
価
な
貨
車
輸
送
に
変

え
ら
れ
る
傾
向
に
あ
る
。
第
五
表
は
'
こ
れ
ら
の
う
ち
の
主
な
費
目
の

動
向
を
示
し
て
い
る
。
先
ず
'
最
も
額
が
大
き
.
い
収
穫
賃
金
は
l
九
二

八
/
二
九
年
の
総
額
を
l
O
O
と
す
れ
ば
'
l
九
二
九
/
三
〇
年
以
降

第4表　収穫・輸送費一覧

収穫 .輸送 費総額 砂糖キ ビ 1 キ ンタル当 り

貨 車 牛 車 合 計 貨 車 牛 車 平 均

19 25′26 126257.97 14 12 .95 127670.92 ll.85 18 .98 ll.90

19 26′2 7 136842.01 5 159 .65 142001.66 ll.98 14 .65 12.06

1927′2 8 165422.19 4 183 .03 169605.22 ll.29 18.29 ll.40

1928′29 146772.67 19 22 .8 1 148695.48 10.27 17.8 1 10.32

1929′3 0 137565.77 4 804 .5 1 142370.28 9.88 13.0 5 9.96

1930′31 117960.71 2400 .00 120360.71 8.03 14.16 8.10

1931′32 67026.46 69 .03 67095.49 6.34 9.00 6.34

1935′36 36764.57 1189 .18 37953.75 2.86 4.91 2.90

1936′37 35000.14 37.16 35037.30 2.63 4.69 2.63

1937′3 8 41959.83 421.49 4238 1.32 3.15 5.26 3 .16

単位:総領はギルダー,キンタル当りはセント

蓑註: 「貨車」は軽便鉄道を利用して輸送される砂糖キビ部分に対する出費

「牛車」は牛が牽引する荷車で輸送される砂機キビ部分に対する出費

出所: Jaarverslag 1928,p. 49, 1929,p. 62, 1930,p. 45, 1931, p. 65, 1932,p. 55, 1937,p. 150,

1938, p. 135
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第5表　収穫・指送費内訳

収 穫 賃 金 収 穫 割 増 金 更間か ら

常設緑へ

の指& n

常設線路維持や
経路仮設

. 撤去書

増 資 等ー

維 持 tt

収ほ用道

路借 入.

培仮設tl
総 領

キンタル
当 り

総 富岳
キ ンタル

当 り
絵 笛 kn 当 り

19 25′2 6 n .d . 5 .0 , 6.6 9 50 0

(7 .4

0 .9 4 n .d . 11 152 .2 3

(8 .7

25 9. 35 n .d . 25 6 .86

(0 .2

82 9. 55

(0. 6 )

19 26′2 7 n .d . 5 .0 . 6. 6 5 5 64 .50

(3 .9

0 .4 7 n .d . 10 670 .3 7

(7 .5

24 6 .7 1 7 14 4.3 3

(5.0

6 45 .9 8

(0 .5

107 8. 84

(0 .8

19 2 7′2 8 n .d . 6 .6 , 5 .8 85 53 .7 1

5 .0 )

0 .5 8 n .d . 9 16 1. 16

(5 .4

2 13 .0 5 8 67 1. 55

(5 .1
2 96 .5 3

0 .2

103 9 .6 1

(0 .6

192 8ノ29 79 26 5 .51 5 .5 64 47 .6 2 0. 45 n . d . 5 26 7.6 9 122 .4 9 6 9 33 .93 24 1.8 0 8 86 .75

(5 3 .3 (4 .3 (3 .5 4 .7 (0.2 ) (0 .6

9 39 .6 4
192 9′30 7 149 7 .45 5 .5 59 11.0 1 0 .4 1 n . d . 7 10 5 .30 165 .2 3 66 73 .6 0 89 5. 18

(50 .3 (4.2 ) 5 .0 (4 .7 0. 6 (0 .7

19 30′3 1 6 68 99 .88 4 .5 3 94 2 .8 8 0 .26 5 n .d . 4 0 24 .39 9 3.6 0 56 54 .0 0 44 5 .74 68 6.5 2

(55 .6 (3 .3 (3 .3 4 .7 (0 .4 0.6

49 4.8 9
19 31′3 2 3 17 39 .40 3 .0 2 3 27 .95 0 .2 2 n .d . 15 58 .0 0 3 6 .23 3 360 .8 7 ll .29

(47 .3 (3 .5 (2 .3 ) 5 .0 (0 .0 (0.7ー

35 5 .2919 35′3 6 2 03 02 .7 5 1.5 11 78 .73 0 .0 9 1533 .7 5 29 13 .5 9 7 0 .2 1 2 43 6.6 2 3 77 .1 9

(53 .5 (3 .1 (4 .0 (7 .7 ) (6.4 (1.0 (0 .9

29 8 .5019 36′3 7 20 174 .7 5 1.5 1 119 .48 0 .0 85 2 150 .39 20 9 1.8 7 50 .4 1 2 06 4 .9 4 5 25 .9 2

(5 7.6 (3 .2 (6 .1 (6 .0 (5 .9 1.5 (0 .9 )

2 78 .3 11 937′3 8 22 68 8.3 2 1.6 5 1 194 .5 2 0.0 9 212 9 .15 2 49 3. 18 60 .0 8 278 9 .97 65 .9 1

(5 3. 5 (2 .8 (5 .0 ) (5.9 (6 .6 ) (0 .2 (0 .7

単位:キンタル当りはセント,それ以外はギルダー

表註: ( )内の数字は総領に占める%

IK珂:胡蝣¥kに同じ

の
年
は
そ
れ
ぞ
れ
九
〇
'
八
四
、
四
〇
'
二
六
'
二
五
'
二
九
と
'
特

に
縮
小
以
降
の
下
が
り
方
が
激
し
い
。
こ
の
原
因
は
、
こ
の
挙
式
キ

ン
タ
ル
当
り
」
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
収
穫
単
価
の
引
下
げ
に
あ
る
。
収

穫
に
関
し
て
今
一
つ
述
べ
て
お
く
べ
き
こ
と
は
労
働
者
数
の
変
化
で
あ

り
'
第
六
表
に
示
し
た
如
く
減
少
の
1
途
を
辿
っ
て
い
る
。
い
ま
'
収

穫
砂
糖
キ
ビ
重
量
を
収
穫
労
働
者
数
合
計
と
収
穫
日
数
(
た
だ
し
へ
　
こ

れ
に
つ
い
て
は
デ
ー
タ
-
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
じ

工
場
稼
働
日
数
で
代
用
し
た
)
で
割
っ
て
一
人
の
労
働
者
の
一
日
当
り

砂
糖
キ
ビ
収
穫
量
を
概
算
し
て
み
る
と
'
表
示
の
よ
う
に
そ
の
数
値
は

一
九
二
八
/
二
九
年
か
ら
上
昇
し
'
再
開
期
に
は
約
二
倍
に
ま
で
な
る
。

こ
の
こ
と
は
'
収
穫
労
働
の
強
度
が
'
賃
金
の
下
降
に
も
か
か
わ
ち
ず

高
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

次
に
'
収
穫
割
増
金
を
見
る
と
'
第
六
表
に
あ
る
よ
う
に
平
均
積
載

量
は
増
加
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
'
第
五
表
の
キ
ン
タ
ル
当
り
の

交
付
額
は
や
は
り
下
降
傾
向
に
あ
る
。
そ
の
原
因
は
支
払
基
準
が
厳
し

く
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
例
え
ば
一
九
二
八
/
二
九
年
に
は
'
積
載
量

三
三
～
三
五
キ
ン
タ
ル
は
二
〇
セ
ン
ト
'
三
六
～
四
〇
キ
ン
タ
ル
は
三

〇
セ
ン
ト
'
四
一
キ
ン
タ
ル
以
上
に
は
四
〇
セ
ン
ト
が
交
付
さ
れ
て
い

た
の
で
あ
る
が
[
i
b
i
d
.
1
9
3
0
,
p
.
4
3
]
'
年
々
最
低
積
載
基
準
の
引
上

げ
'
交
付
額
の
引
下
げ
が
な
さ
れ
'
縮
小
期
の
一
九
三
一
/
三
二
年
に

は
三
八
～
四
五
キ
ン
タ
ル
が
一
〇
セ
ン
ト
'
四
六
キ
ン
タ
ル
以
上
で
一

五
セ
ン
ト
を
労
働
者
に
交
付
し
'
三
七
キ
ン
タ
ル
以
上
の
場
合
に
頭
領

に
対
し
て
三
セ
ン
ト
交
付
す
る
こ
と
に
な
っ
た
[
i
b
i
d
.
1
9
3
2
,
p
.
5
2
]
-

再
開
期
に
な
る
と
'
前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
三
八
キ
ン
タ
ル
以
上
の
場
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第6表　収穫労働者数等一覧

収 穫 労 働 者 .敬 砂糖 キビ

収穫重量

(B )

工場稼
働 日数

(C )

(B ) 砂糖キ

ビ平均
積載量契約クーリー ブデイ島出 合計 (A ) ha 当 り (A )(C

1925′26 .d .< f .5> 1000 < f .1+ α> 1081801 126 26.5

1926′27 940くf .5> 1200 < f .l.30> 2140 2 .18 1200936 132 4.25 28.9

19 27′28 928 < f .5> 1200 < f .l.50> 2128 2 .10 1496453 170 4.14 29 .6

1928′29 852 < f .5> 1000 < f .l.50> 1852 1.86 1441 191 135.75 5.73 31.8

1929′30 936 < f .5> 800 < f .1.50> 1736 1.76 1429949 123 6.70 33.9

1930′3 1 843 < f .5> 850 < f .0.60> 1693 1.70 1486664 124.5 7.05 37

1931′3 2 709 < f .2> 400 < f .0.25> 1109 1.49 1057980 97 9.83 38

1935′36 720 < f .1> 252 < f .0.25> 972 1.08 1307834 128 10 .51 38

1936′37 719 < f .1> 2 14 < f .0.35> 933 1.10 1330544 130 .3 10 .94 36

1937′38 741 < f .l> 2 15 < f .0.35> 956 1.07 1332328 38

単位:重量はキンタル

表註: <　>の金嘗別ま,契約ク-i;-については前渡金,サブディ島出身については旅費等

支給額

出所:第4表に同じ

合
に
労
働
者
に
五
セ
ン
ト
'
頭
領
に
二
セ
ン
ト
渡
す
こ
と
に
修
正
さ
れ

た
。輸

送
関
係
の
費
目
も
総
額
の
減
少
は
著
し
い
が
'
こ
れ
ら
の
各
項
に

於
け
る
賃
金
等
住
民
へ
の
支
払
額
は
不
祥
で
あ
る
。
た
だ
'
「
蕉
園
か

ら
常
設
線
へ
の
輸
送
費
」
に
つ
い
て
は
作
業
に
従
事
し
た
牛
の
数
と
契

約
金
の
一
部
が
わ
か
る
。
前
者
は
通
常
期
に
は
増
減
を
繰
り
返
し
な
が

ら
も
増
加
傾
向
に
あ
り
一
九
三
〇
/
三
一
年
に
は
七
八
対
に
達
す
る

が
'
三
1
/
三
二
年
に
は
五
二
対
と
急
減
L
t
再
開
期
に
は
三
五
/
≡

六
年
の
六
四
対
か
ら
'
三
六
/
三
七
年
五
六
対
'
三
七
/
三
八
年
四
八

対
と
減
少
す
る
。
契
約
金
は
二
八
/
二
九
年
ま
で
の
一
対
当
り
二
五
ギ

ル
ダ
ー
が
三
一
/
三
二
年
に
は
一
〇
ギ
ル
ダ
ー
'
三
五
/
三
六
'
三
上
ハ

/
三
七
年
五
ギ
ル
ダ
I
t
　
三
七
/
三
八
年
に
は
七
・
五
ギ
ル
ダ
ー
と
な

る
。
ま
た
'
「
線
路
仮
設
・
撤
去
費
」
で
は
作
業
要
員
が
三
一
/
三
二
'

三
五
/
三
六
年
の
頭
鎮
一
五
名
'
ク
ー
リ
ー
六
〇
名
か
ら
、
三
六
/
≡

七
年
以
降
一
二
名
ブ
ラ
ス
四
八
名
に
減
っ
て
い
る
。
三
一
/
三
二
年
の

数
字
が
特
に
低
い
の
は
'
こ
の
年
の
常
設
線
路
維
持
を
「
最
期
二
回
'

(

2

)

雨
期
一
回
の
除
草
に
限
定
し
た
」
か
ら
と
い
う
。

以
上
の
よ
う
に
'
リ
ン
ギ
ン
ア
ノ
ム
糖
業
で
は
一
九
二
〇
年
代
末
か

ら
経
費
削
減
'
経
営
合
理
化
が
始
ま
り
'
そ
れ
は
栽
培
縮
小
を
契
機
に

本
格
化
し
た
。
農
民
に
と
っ
て
の
そ
の
意
味
は
作
業
単
価
'
す
な
わ
ち

賃
金
の
大
幅
な
引
下
げ
と
大
量
の
人
員
削
減
で
あ
り
'
ま
た
そ
れ
に
伴

う
労
働
盤
化
で
あ
っ
た
。
前
章
で
述
.
へ
た
一
九
三
六
/
三
七
年
の
栽
培

は
'
こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
で
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
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第
三
章
　
借
地
問
題

前
章
で
は
再
開
期
の
借
地
料
の
新
借
地
契
約
に
よ
る
低
下
に
触
れ
た

が
'
こ
の
新
契
約
が
如
何
な
る
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
締
結
さ
れ
'
そ
の
間

に
ど
ん
な
事
態
が
発
生
し
た
の
か
を
本
章
で
は
検
討
し
た
い
。
こ
の
場

合
'
問
題
と
な
る
の
は
長
期
契
約
で
あ
る
。
こ
の
糖
業
で
は
縮
小
期
以

降
の
単
年
借
地
は
少
な
く
'
第
一
表
に
示
し
た
一
九
三
一
/
三
二
年
の

六
九
・
四
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
つ
い
て
は
年
次
報
告
書
に
如
何
な
る
処
理

を
し
た
か
の
記
述
が
な
く
、
そ
の
ま
ま
使
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
さ

て
'
栽
培
縮
小
に
よ
り
借
地
問
題
が
発
生
し
た
一
九
三
一
/
三
二
年
当

初
'
こ
の
糖
業
は
不
使
用
補
償
の
支
払
に
よ
っ
て
問
題
を
解
決
し
よ
う

と
し
、
一
九
三
四
/
三
五
年
栽
培
用
地
か
ら
上
述
の
新
し
い
借
地
契
約

の
締
結
を
試
み
た
。

先
ず
1
九
三
1
/
三
二
年
に
つ
い
て
は
'
当
初
の
借
入
面
積
は
九
〇

九
・
⊥
ハ
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
っ
た
が
'
行
政
当
局
と
協
議
の
上
で
九
六

二
一
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
は
二
ハ
ウ
当
り
三
〇
ギ
ル
ダ
ー
の
補
償
支
払
で
使

用
せ
ず
'
二
四
・
七
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
は
平
地
苗
園
に
転
用
L
t
住
民
に

は
ス
ム
ー
ズ
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
と
い
う
[
J
a
a
r
v
e
r
s
l
a
g
1
9
3
1
,
p
.

3
7
1
-
栽
培
を
停
止
し
た
一
九
三
二
/
三
三
、
一
九
三
三
/
三
四
年
に

も
同
様
の
方
式
が
進
め
ら
れ
た
が
'
補
償
額
は
二
〇
ギ
ル
ダ
ー
に
引
き

下
げ
ら
れ
た
[
i
b
i
d
.
1
9
3
2
,
p
.
4
4
,
1
9
3
3
,
p
.
1
8
]
-
こ
う
し
た
方
法

は
'
パ
ナ
ル
カ
ン
県
の
六
糖
業
が
共
通
し
て
採
用
し
た
が
'
不
使
用
協

定
の
締
結
は
一
般
に
理
事
や
副
理
事
'
レ
へ
ン
ト
の
指
示
を
受
け
た
郡

長
が
指
導
じ
'
手
数
料
を
交
付
さ
れ
た
デ
サ
首
長
が
仲
介
を
行
な
う
と

い
う
形
で
行
政
機
構
を
総
動
員
し
て
進
め
ら
れ
た
。
こ
の
場
合
'
土
地

不
使
用
は
借
地
契
約
書
の
正
本
に
は
記
入
さ
れ
ず
暫
定
協
定
書
が
作
成

さ
れ
る
。
土
地
貸
出
者
は
そ
こ
に
合
意
と
補
償
金
受
領
の
証
拠
と
し
て

栂
印
を
押
し
'
証
人
と
し
て
デ
サ
首
長
を
含
む
二
名
の
デ
サ
役
人
が
署

名
を
す
る
。
こ
う
し
て
出
来
上
が
っ
た
暫
定
協
定
書
は
'
行
政
当
局
の

審
査
を
経
て
承
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
[
V
e
r
s
l
a
g
 
g
r
o
n
d
h
u
u
r
c
o
n
-

t
r
a
c
t
e
n
1
9
3
3
1
-

一
九
三
二
/
三
三
年
栽
培
地
に
関
す
る
交
渉
は
比
較
的
順
調
に
進

み
'
通
常
で
あ
れ
ば
借
地
料
が
支
払
わ
れ
る
三
二
年
四
月
初
め
に
は
'

補
償
を
受
け
取
り
不
使
用
に
合
意
し
た
貸
出
者
は
九
八
%
に
達
し
た

[
C
o
n
f
i
d
e
n
t
i
e
e
1
1
9
3
2
,
N
o
.
3
1
,
5
A
p
r
i
l
]
。
し
か
し
四
三
・
八
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
土
地
を
持
つ
一
七
人
は
借
地
料
の
全
額
支
払
を
要
求
し
て

最
後
ま
で
拒
否
し
'
結
局
'
こ
れ
ら
の
土
地
は
翌
年
の
栽
培
の
た
め
の

平
地
苗
園
に
転
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
[
J
a
a
r
v
e
r
s
l
a
g
1
9
3
3
,
p
.

4
]
。
ま
た
'
こ
の
年
に
は
H
a
i
i
M
o
e
h
a
m
a
t
B
a
s
i
r
(
S
b
r
.
k
o
l
a
k
在

住
)
t
H
a
j
i
M
o
e
h
a
m
a
t
M
a
n
g
s
o
e
r
(
W
r
i
n
g
i
n
a
n
o
m
)
t
 
H
a
j
i
A
b
d
o
e
1
-

d
j
a
l
i
-
(
S
b
r
.
k
o
-
a
k
)
'
P
.
B
e
n
g
 
S
o
e
p
i
(
W
r
i
n
g
i
n
a
n
o
m
)
t
 
P
.

B
e
n
g
 
B
o
 
M
a
n
-
a
n
(
W
r
i
n
g
i
n
a
n
o
m
)
t
 
T
a
w
i
e
(
D
a
w
o
e
a
n
)
の
六

名
の
貸
出
者
が
い
っ
た
ん
補
償
を
受
け
取
っ
た
後
'
五
月
一
七
日
付
け

の
書
簡
で
総
督
に
対
し
借
地
料
全
額
支
払
を
直
訴
す
る
と
い
う
事
態
が

発
生
し
た
[
C
o
n
f
i
d
e
n
t
i
e
e
1
1
9
3
2
,
N
o
.
6
9
,
4
A
u
g
u
s
t
u
s
]
。
こ
の

ケ
ー
ス
は
背
後
に
P
.
B
.
H
.
(
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
民
族
党
)
　
の
活
動
が
あ

る
と
見
ら
れ
て
い
た
が
'
そ
れ
以
上
に
は
進
展
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
'
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同
様
の
要
求
を
し
た
K
i
e
l
e
n
村
在
住
の
　
D
o
e
l
l
a
h
(
退
職
警
官
)
'

M
o
h
a
m
a
t
 
A
ヨ
n
n
　
大
土
地
占
有
者
)
t
 
M
o
e
k
r
i
m
(
退
職
官
吏
)

の
場
合
に
は
'
リ
ン
ギ
ン
ア
ノ
ム
糖
業
に
対
し
て
借
地
料
全
額
支
払
命

令
を
出
す
よ
う
シ
ト
ゥ
ボ
ン
ド
地
裁
に
提
訴
し
た
。
糖
業
側
は
不
使
用

協
定
の
合
法
性
を
確
信
し
て
い
た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
こ
の
ケ
ー
ス
を

極
め
て
重
大
視
L
t
弁
護
士
を
雇
っ
て
裁
判
に
臨
ん
だ
。
そ
れ
は
'
「
政

治
的
リ
ー
ダ
ー
の
影
響
の
も
と
で
'
何
人
か
の
土
地
貸
出
者
が
テ
ス
ト

ケ
ー
ス
と
し
て
裁
判
を
始
め
る
た
め
闘
争
資
金
と
し
て
い
く
ら
か
を
拠

出
し
た
模
様
で
あ
る
」
と
い
わ
れ
る
如
く
、
こ
の
背
後
に
も
民
族
主
義

者
の
運
動
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
地
裁
の
審
理
は
六
月
二
二
日
か
ら

始
ま
り
八
月
初
め
に
結
審
へ
　
三
人
の
要
求
は
却
下
さ
れ
た
。
こ
れ
を
不

満
と
し
た
彼
ら
は
ス
ラ
バ
ヤ
の
上
級
審
へ
控
訴
し
た
が
'
こ
こ
で
も
却

下
さ
れ
決
着
が
つ
い
た
[
J
a
a
r
v
e
r
s
l
a
g
1
9
3
3
,
p
.
4
.
C
o
n
f
i
d
e
n
t
i
e
e
1

1
9
3
3
,
N
o
.
1
2
,
1
5
　
J
u
n
i
,
N
o
.
1
8
,
2
3
　
J
u
n
i
,
N
o
.
2
3
,
9

A

u

g

u

s

t

u

s

]

〇

一
九
三
三
/
三
四
年
栽
培
地
の
暫
定
協
定
締
結
交
渉
は
三
二
年
八
月

下
旬
か
ら
レ
へ
ン
ト
'
理
事
、
副
理
事
と
協
議
し
'
理
事
の
承
認
を
得

た
後
'
九
月
二
〇
日
に
開
始
さ
れ
[
C
o
n
f
i
d
e
n
t
i
e
e
1
1
9
3
2
,
N
o
.
6
6
,

1
6
S
e
p
t
e
m
b
e
r
]
'
〓
月
初
め
に
は
借
入
予
定
1
0
1
八
バ
ウ
の
う

ち
半
数
の
契
約
の
補
償
支
払
が
済
ん
だ
[
i
b
i
d
.
N
o
.
7
2
,
1
1
　
O
c
-

t
o
b
e
r
]
　
と
報
告
さ
れ
る
よ
う
に
当
初
は
順
調
で
あ
っ
た
が
'
一
一
月

は
三
四
バ
ウ
し
か
進
ま
ず
[
i
b
i
d
.
8
1
,
3
D
e
c
e
m
b
e
r
]
'
三
三
年
1

月
初
め
'
理
事
'
副
理
事
'
レ
へ
ン
ト
'
パ
テ
ィ
'
関
係
郡
長
'
同
じ

問
題
を
抱
え
る
パ
ン
ジ
ー
'
オ
レ
ア
ン
糖
業
の
支
配
人
と
と
も
に
持
た

れ
た
対
策
会
議
の
時
点
で
も
約
三
五
〇
バ
ウ
が
残
っ
て
い
た
[
i
b
i
d
.

1
9
3
3
,
N
o
.
2
,
1
3
J
a
n
u
a
r
i
]
。
交
渉
の
進
展
が
特
に
悪
か
っ
た
の
は
t

K
i
e
l
e
n
,
W
r
i
n
g
i
n
a
n
o
m
,
P
a
o
e
w
a
n
,
S
o
e
m
b
e
r
k
o
l
a
k
の
四
デ
サ
で

あ
っ
た
[
V
e
r
s
l
a
g
 
G
r
o
n
d
h
u
u
r
c
o
n
t
r
a
c
t
e
n
1
9
3
3
]
。
交
渉
拒
否
者

は
「
デ
サ
内
で
'
主
だ
っ
た
者
と
し
て
活
動
し
て
い
る
老
」
と
述
べ
ら

れ
'
一
月
下
旬
の
交
渉
相
手
六
名
の
占
有
地
は
合
計
一
〇
〇
バ
ウ
で
あ

る
と
報
告
さ
れ
る
よ
う
に
'
大
土
地
占
有
者
で
あ
る
デ
サ
の
有
力
者
が

多
く
'
彼
ら
の
持
つ
影
響
力
の
故
に
他
の
住
民
の
場
合
に
も
遅
れ
が
生

じ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
　
[
C
o
n
f
i
d
e
n
t
i
e
e
1
　
1
9
3
3
,
N
o
.
3
,
2
8

J
a
n
u
a
r
i
T
　
そ
し
て
'
こ
の
背
景
に
は
'
前
年
度
の
場
合
と
同
様
t
 
P
.

B
.
I
.
な
ど
民
族
主
義
団
体
か
ら
の
働
き
か
け
が
見
ら
れ
た
。
こ
の
団

体
の
こ
の
糖
業
の
周
辺
地
域
に
於
け
る
リ
ー
ダ
ー
は
M
a
r
s
o
e
t
o
と
い

う
パ
ナ
ル
カ
ン
塩
倉
庫
の
職
員
で
あ
り
'
彼
は
M
o
h
a
m
a
t
 
A
m
r
i
n
,

M
o
h
a
m
a
t
 
D
j
e
n
　
の
二
名
と
協
力
し
て
デ
サ
内
で
闘
争
資
金
を
集
め
'

土
地
貸
出
者
に
借
地
料
全
額
を
要
求
す
る
よ
う
説
得
活
動
を
展
開
し
た

[
i
b
i
d
.
1
9
3
2
,
N
o
.
7
8
,
1
0
N
o
v
e
m
b
e
r
]
。
こ
の
結
果
'
か
な
り
の
貸

出
者
が
借
地
料
支
払
期
で
あ
る
四
月
ま
で
交
渉
を
見
合
わ
せ
よ
う
と
し

た
の
で
あ
っ
た
[
i
b
i
d
.
1
9
3
3
,
N
o
.
2
,
1
3
J
a
n
u
a
r
i
]
。

こ
う
し
た
事
態
に
直
面
し
た
糖
業
側
は
不
使
用
補
償
領
二
〇
ギ
ル

ダ
ー
は
据
え
置
く
が
'
交
渉
拒
否
の
姿
勢
の
虫
い
デ
サ
の
主
だ
っ
た
土

地
貸
出
者
に
対
し
て
ほ
ぼ
借
地
料
全
領
に
当
る
金
領
を
貸
付
け
る
こ
と

で
打
開
を
図
っ
た
o
　
そ
こ
に
は
、
こ
の
層
の
拒
否
の
姿
勢
を
崩
せ
ば
残

り
の
者
も
交
渉
に
応
じ
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
意
図
も
込
め
ら
れ
て
い
た

[
i
b
i
d
.
N
o
.
3
,
2
8
J
a
n
u
a
r
i
,
N
o
.
5
,
4
F
e
b
r
u
a
r
i
,
N
o
.
1
0
,
2
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M
a
a
r
t
]
。
こ
う
し
て
'
こ
の
年
の
不
使
用
交
渉
は
よ
う
や
く
三
三
年

四
月
初
め
に
ほ
ぼ
完
了
し
た
が
'
約
五
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
は
占
有
者
が
最

後
ま
で
借
地
料
全
領
支
払
を
要
求
し
不
使
用
協
定
が
結
べ
な
か
っ
た
。

結
局
'
こ
れ
ら
の
部
分
に
つ
い
て
は
'
一
九
三
三
/
三
四
年
に
は
使
用

し
な
い
が
一
九
三
四
/
三
五
年
に
は
平
地
百
園
と
し
て
使
用
す
る
こ
と

が
あ
る
'
こ
の
場
合
に
は
借
地
料
全
領
を
支
払
う
と
い
う
内
容
の
暫
定

協
定
を
結
ん
で
'
補
償
支
払
な
し
に
決
着
が
つ
け
ら
れ
た

[
J
a
a
r
v
e
r
s
l
a
g
1
9
3
3
,
p
.
1
8
]
-

一
九
三
四
/
三
五
年
栽
培
用
地
か
ら
適
用
が
試
み
ら
れ
た
新
契
約

は
、
土
地
使
用
を
糖
業
側
が
一
方
的
に
破
棄
で
き
る
条
項
を
含
む
も
の

で
あ
っ
た
。
こ
の
方
式
は
'
糖
業
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
と
内
務
部
と
の
間
で

の
幾
度
か
の
折
衝
を
経
て
'
破
棄
の
前
に
十
分
な
通
告
期
間
を
と
る
こ

と
'
そ
れ
が
不
可
能
な
場
合
は
貸
出
者
に
対
し
て
十
分
な
補
償
を
支
払

う
と
い
う
条
件
を
付
し
て
認
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
[
V
e
r
s
l
a
g
 
S
y
n
-

d
i
c
a
a
t
1
9
3
1
/
3
2
,
p
.
1
5
]
-
こ
の
方
式
に
関
す
る
記
事
は
三
二
年
1

二
月
1
八
日
の
本
社
苑
書
簡
に
初
め
て
現
わ
れ
[
C
o
n
f
i
d
e
n
t
i
e
e
1
.

N
o
.
8
3
]
'
以
後
'
契
約
変
更
の
際
の
割
増
金
額
を
い
く
ら
に
す
る
か

を
め
ぐ
っ
て
意
見
が
交
わ
さ
れ
'
実
際
の
交
渉
が
始
ま
っ
た
の
は
翌
年

九
月
初
め
で
あ
っ
た
[
J
a
a
r
v
e
r
s
l
a
g
1
9
3
3
,
p
.
2
4
]
-
こ
の
交
渉
で

は
'
郡
長
あ
る
い
は
副
郡
長
な
ど
の
列
席
の
も
と
に
貸
出
者
と
の
間
で

契
約
変
更
の
た
め
の
暫
定
協
定
が
結
ば
れ
'
貸
出
者
は
同
意
の
印
と
こ

の
時
支
払
わ
れ
る
一
バ
ウ
当
り
二
〇
ギ
ル
ダ
ー
の
割
増
金
受
領
の
た
め

に
協
定
書
に
栂
印
を
押
し
た
。
不
使
用
協
定
の
場
合
と
同
様
に
'
こ
の

書
類
に
も
出
席
し
て
い
る
関
係
デ
サ
の
首
長
と
書
記
が
証
人
と
し
て
署

名
し
た
。
協
定
の
本
文
は
オ
ラ
ン
ダ
語
で
あ
っ
た
が
'
内
容
は
マ
ド
ゥ

ラ
語
で
貸
出
者
に
伝
え
ら
れ
'
疑
問
が
出
た
場
合
に
は
郡
長
等
が
説
明

を
行
な
っ
た
。
こ
う
し
て
暫
定
協
定
が
締
結
さ
れ
る
と
'
貸
出
者
に
は

契
約
書
作
成
に
同
意
す
る
義
務
が
生
じ
'
新
し
い
契
約
書
が
作
成
さ
れ

(
1
4
)

る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
っ
た
[
i
b
i
d
.
,
p
.
2
7
-
2
8
1
-

さ
て
、
こ
の
新
契
約
に
は
も
う
一
つ
の
重
要
な
内
容
が
含
ま
れ
て
い

た
。
す
な
わ
ち
'
借
地
料
の
引
下
げ
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
。
当
時
'

一
般
に
は
糖
業
の
支
払
う
借
地
料
に
は
地
税
支
払
の
た
め
に
な
さ
れ
た

水
田
の
等
級
分
け
に
基
づ
く
ラ
ン
ク
が
あ
っ
た
が
'
従
来
'
こ
の
糖
業

で
は
土
地
の
等
級
に
か
か
わ
ら
ず
最
良
地
の
借
地
料
を
は
と
ん
複
,
の
借

入
地
に
適
用
し
て
き
た
。
新
契
約
で
は
こ
れ
を
改
め
、
等
級
毎
に
そ
の

時
期
に
有
効
な
最
低
借
地
料
基
準
を
適
用
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
の

で
あ
る
。
そ
し
て
'
こ
れ
に
加
え
て
へ
一
九
三
四
年
三
月
一
四
日
付
け

の
ブ
ス
キ
州
理
事
命
令
に
よ
っ
て
'
パ
ナ
ル
カ
ン
郡
に
お
け
る
最
低
借

地
料
が
改
訂
さ
れ
'
第
七
表
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
大
幅
な
引
下
げ
が
実

(
1
5
)

現
さ
れ
'
以
降
'
こ
の
基
準
に
よ
る
借
地
料
が
支
払
わ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
こ
の
結
果
'
旧
借
地
料
と
比
較
し
て
の
支
払
額
の
減
少
は
三
五

%
に
達
し
'
契
約
の
変
更
の
た
め
に
費
し
た
費
用
二
九
三
四
年
一
二

月
末
現
在
で
九
三
六
四
・
五
五
ギ
ル
ダ
ー
)
を
補
っ
て
余
り
あ
る
も
の

S
)

で
あ
っ
た
[
i
b
i
d
.
1
9
3
4
,
p
.
2
2
]
-

そ
れ
で
は
へ
　
こ
の
よ
う
に
し
て
進
め
ら
れ
た
新
契
約
へ
の
変
更
は
ど

の
よ
う
に
進
展
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
暫
定
協
定
の
締
結
は
、
当
初
'
約

八
〇
%
の
借
入
を
処
理
す
る
ま
で
は
順
調
で
あ
っ
た
が
'
そ
れ
以
降
は

期
待
ど
お
り
に
は
進
ま
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
る
[
i
b
i
d
.
1
9
3
3
,
p
.
2
7
]
。
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第7表　最低借地料基準

借 地 面 積 水 田 等 級 村落水田面積 新 最 低 怒 旧 最 低 書房

45.028 1 55 61 87

962. 190 2 1407 61 87

1405.4 17 3 2420 42 77

739.260 4 1316 37 72

124.068 5 256 29 57

20.406 6 54 29 57

単位:面積はバウ,借地料領はギルダー

出所: Jaarverslag 1934, p. 23

こ
の
点
に
関
し
て
見
る
と
'

工
場
は
一
一
月
末
の
本
社
宛

書
簡
で
「
我
々
は
暗
礁
に
乗

-
上
げ
て
い
る
」
と
し
て
'

割
増
金
引
上
げ
の
た
め
当
面
′

三
〇
〇
〇
ギ
ル
ダ
ー
を
自
由

に
使
う
許
可
を
求
め
て
お
り

[
C
o
n
f
i
d
e
n
t
i
e
e
1
　
1
9
3
3
,

N
o
.
3
2
,
2
9
N
o
v
e
m
b
e
r
]
'

こ
の
頃
に
は
進
展
が
ほ
と
ん

ど
ス
ト
ッ
プ
し
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
。
第
八
表
は
交
渉

開
始
か
ら
三
カ
月
あ
ま
り
た

っ
た
一
九
三
三
年
末
現
在
の

変
更
状
況
を
示
し
て
い
る

が
'
こ
こ
で
も
変
更
済
み
は

約
八
〇
%
で
あ
り
'
一
二
月

に
も
進
展
が
な
か
っ
た
こ
と

が
わ
か
る
。
一
九
三
四
年
初

め
に
は
若
干
の
進
展
が
あ

第8表1933年12月末現在契約変更状況

り
'
三
月
一
五
日
付
け
の
本
社
宛
書
簡
で
は
未
変
更
は
約
四
〇
〇
バ
ウ

で
あ
る
と
報
告
さ
れ
る
[
i
b
i
d
.
1
9
3
4
,
N
o
.
1
1
1
-
そ
の
後
の
細
か
い

推
移
は
不
祥
で
あ
る
が
'
第
九
表
に
示
し
た
と
お
り
年
末
ま
で
に
は
か

な
り
の
前
進
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
'
同
時
に
'
末
変
更

借地面后 変 更 済 末 変 更 ヂ サ
1935年糖 1936年糖 1937年倍

借地面積 変 更 済 借地面積 変 更 済 借地面積 変 更 済

496 493 3 S em ek an 147 147 197 197 152 149

274 267 7 K en dit 136 129 90 90 48 48

10 10 - B aloeng - - 2 2 8 8

52 52 - B oegem an 29 29 - - 23 23

192 170 22 Sbr.koloak 2 1 12 94 85 77 73

728 654 74 P ao ew an 190 150 283 255 255 249

155 118 37 K ie en 93 67 42 38 20 13

575 4 16 159 W ri ng in 193 124 290 2 19 92 73

627 395 232 P elejan 30 2 160 155 99 170 136

348 242 106 D oew et 146 96 10 1 66 101 80

3457 28 17 640 合 計 125 7 9 14 1254 10 51 946 852

単位:バウ

表註:デサ名中のSbr. kolakはSemberkolak, WringinはWringinanomの略である。

出所: Jaarversalg 1933, p. 28
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第9表1934年末現在契約変更状況

借地面積 変 更 済 未 変 更 デ サ
19 35年培 1936年培 1937年精

借地面鏡 変 更 済 借地面積 変 更 済 借地面積 変 更 済

496 496 - S em ekan 147 147 197 19 7 152 152

274 274 - K end it 136 135 90 9 0 48 48

10 10 - B aloen g - - 2 2 8 8

52 52 - B oegem an 29 29 - - 23 23

192 19 1 1 S br.koloak 19 19 94 93 79 79

728 7 14 14 P a oew an 172 170 283 28 2 273 262

155 155 - K e en 93 93 42 4 2 20 20

575 550 25 W n ng in 189 179 290 279 95 92

627 605 22 P elejan 267 252 155 154 205 199

349 323 26 D oew et 134 123 101 100 114 100

3458 3370 88 合 計 1186 1148 1254 1239 1018 983

単位:バウ

表註:デサ名中のSbr. kolakはSemberkolak, WnnginはWnnginanomの略である。

出所: Jaarversalg 1934, p. 22

の
契
約
が
'
特
定
の
デ
サ
に
集
中
し
て
残
っ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ

る
の
で
あ
る
。

l

契
約
変
更
の
進
捗
状
況
は
以
上
の
よ
う
で
あ
っ
た
が
'
こ
の
間
の
経

過
に
つ
い
て
い
ま
少
し
詳
し
く
検
討
し
'
拒
否
を
続
け
た
の
は
如
何
な

る
人
々
で
あ
っ
た
の
か
'
糖
業
側
は
変
更
促
進
の
た
め
に
如
何
な
る
方

法
を
用
い
た
の
か
と
い
う
点
を
考
え
て
み
た
い
。

先
ず
、
前
者
の
点
に
関
し
て
得
ら
れ
た
最
も
早
い
時
期
の
記
述
は
一

九
三
三
年
の
年
次
報
告
で
あ
り
'
そ
こ
で
は
「
大
半
が
デ
サ
内
に
取
巻

き
を
従
え
た
富
裕
な
貸
出
者
か
ら
構
成
さ
れ
る
グ
ル
ー
プ
」
で
あ
る
と

述
べ
ら
れ
る
[
J
a
a
r
v
e
r
s
l
a
g
1
9
3
3
,
p
.
2
7
-
2
8
]
-
彼
ら
は
後
述
す

る
よ
う
な
糖
業
側
の
対
策
に
よ
っ
て
次
第
に
切
り
崩
さ
れ
て
い
く
の
で

あ
る
が
'
最
後
ま
で
残
っ
た
者
は
第
一
〇
表
に
示
し
た
と
お
り
で
あ
る
。

こ
の
表
か
ら
明
ら
か
に
な
る
こ
と
は
'
年
次
報
告
が
指
摘
す
る
如
く
大

土
地
所
有
者
が
多
い
こ
と
'
例
え
ば
H
.
A
b
o
e
d
o
e
l
l
a
h
の
貸
付
面
積

は
一
〇
バ
ウ
を
越
え
、
R
i
d
w
a
n
は
八
バ
ウ
'
O
e
s
m
a
n
は
七
バ
ウ
t

B
e
n
g
は
五
バ
ウ
を
越
え
て
い
る
。
さ
ら
に
彼
ら
が
一
人
で
多
数
の
契

約
を
結
ん
で
い
る
こ
と
は
'
そ
の
水
田
が
デ
サ
内
に
分
散
し
て
い
る
こ

と
を
表
し
て
い
る
　
R
i
d
w
a
n
の
ケ
ー
ス
で
は
複
数
の
デ
サ
で
土
地
を

貸
し
て
お
り
'
デ
サ
を
ま
た
が
っ
て
水
田
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。
こ
う
し
た
ケ
ー
ス
の
多
い
こ
と
は
'
三
四
年
一
二
月
一
五
日
付
け

の
本
社
宛
書
簡
に
'
変
更
を
拒
否
し
て
い
る
「
大
半
の
土
地
所
有
者
は

オ
レ
ア
ン
に
於
い
て
も
土
地
を
持
っ
て
お
り
'
そ
こ
で
も
変
更
の
実
現

に
は
成
功
し
て
い
な
い
」
[
C
o
n
f
i
d
e
n
t
i
e
e
l
 
N
o
.
3
3
]
と
あ
る
こ
と
か

ら
明
ら
か
で
あ
る
。
要
す
る
に
'
拒
否
者
の
中
心
は
経
済
的
に
は
不
在
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第10表　借地契約変更拒否者一覧

f i 川. 者 、 19 3 5 ′3 6 年 1 9 3 6 ′3 7 年 1 9 3 7 ′3 8 年

H . R id w a n 1 . 0 58 (P a o e w a n ) 0 . 2 2 2 (P a o e w a n )
0 . 2 2 0 (P a o e w a n )
O . 2 4 6 (P a o e w a n )
0 . 2 6 2 (P a o e w a n )
2 .0 8 2 (P a o e w a n )

2 . 0 0 6 (P e le ja n )
2 . 14 2 (P a o e w a n )

P . A s is 0 . 4 3 2 (P a o e w a n )

P . S a m o n a 0 . 0 9 2 (P a o e w a n )+

P . S a o e n ia 0 .0 7 0 (P a o e w a n )+

T ro e n o a to m o d jo 1 .0 9 8 (P a o e w a n )

B . K as im a 1 .0 8 6 (P a o e w a n )

A s b iia 1 .0 7 6 (W r in g in )
1 . 16 0 (W r in g in )

P . A sb ia - B o e d in 0 . 2 7 4 (S b r . k o la k )

P . S o e m a r d io 0 .2 8 8 (S b r . k o lak )

M o h a m m a t 2 .2 12 (K ie le n )

P . M a lia - A c h m a d 0 . 3 8 9 (W rin g in )

R o k ia n 1 .0 5 8 (W r in K in ) 1 . 17 8 (W r in e in )
0 .0 6 2 (W r in g in )

P .R a k im o 一R o k ia n 1. 12 4 (W r in g in )

H . O es m a n 2 .0 7 8 (P e leja n )
2 .0 2 7 (P e le ia n )

1 . 08 4 (P eleja n )
2 . 09 2 (P ele ia n )

H . A liーH . O e sm a n 1. 0 10 (W r in g in )

P . K a tio e n g 1 .0 5 8 (W r in g in )

M a so e n a 2 . 13 0 (W r in g in )

P .A rd jo e n o 1 .0 6 8 (W r in g in )

M o e n a im 0 . 2 10 (W r in g in )

0 . 16 6 (W r in g in )

P . B e n g S o e p ie 1 .0 5 8 (W r in K in )

P . M e n a - D ja m e n a 0 . 17 7 (W r in g in )

P . H o e ra tiーA sb ia 1 .0 7 2 (W r in g in )

P . S a p ik S o e h a in a 1 .0 48 (W r in g in )

H a h m a 1 . 0 6 8 (W rin g in )

M o h a rin 1 . 0 3 7 (W rin g in )

M o e n a s ir 1 . 0 2 9 (W rin K in )

A sn a m in 1. 0 3 4 W r
0 . 0 4 0 (W r

n g in )

n g in )

S o e ra k m i 0 . 4 6 8 (W r
0 . 4 9 2 (W r

n g in )

n g in )

S a e n a 1. 0 5 0 (W r n g in )

S o e ra k m iーS a en a 1. 0 5 0 (W r
0 .4 5 0 (W r

n g m )

n g in )

P ra w iro d id io io 1 . 0 38 (D o e w e t)

P . R o e b a n i 2 ー0 4 6 (D o e w e t)

H . A b d o e lla h 4 .3 5 2 (D o e w e t 2 .0 7 8 (D o e w e t)
4 . 17 4 (D o e w e t)

G d . S a la m a 2 .4 2 8 (D o e w e t)

G d . D jo e ra 2 . 12 8 (D o e w e t)

G d . D jo e n i 2 . 1 18 (D o e w e t)

B ia 2 . 14 4 (D o e w e t)

R o e b a m i 1 .4 4 2 (D o e w e t)

P . A sd o e r M a s o e tra 1. 0 8 7 (P e le ia n )

M o e n a b ija - M a s o e tra 2 . 16 6 (P e leja n )

P . B e n e 1 .0 9 4 (P e leja n )
1 .0 0 0 (P e le ia n )
1 .0 1 2 (P e le ia n )

P .B e n g t M a s o e tra 0 .4 44 (P e leja n )

S a lo e d in 0 ー14 6 (P e leja n )*

K o e so e m o d ip o e r o 1 .0 8 6 (P e le ia n )

Is m a il 1 .0 0 0 (P e le ja n )+

S a rik 'a - S a p iro e d in 1 . 1 30 (P eleja n )

M a rs o e h a -S a p iro e d in 1 .0 5 4 (P e leja n )

B . D iira m 0 . 2 6 6 (P e leja n )

A rb ija
0 . 2 6 6 (P e le ja n )

W(上:ノくり

'Jil上:

・ : 1935=1-6)Jに. 0.052bouwの糾F<間契約(1939年間的)に変更
+ : 1936年中に新契約に'A:哩
(　I l勺はその」リセのiサfft-:トrJ

Mlr>f : Jaarverslag 1935. p- 10-12より作成
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恐慌とリンギンアノム糖業(植村)

地
主
で
あ
り
'
そ
れ
故
に
こ
そ
各
糖
業
に
於
い
て
契
約
の
変
更
に
強
く

抵
抗
し
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
も
'
彼
ら
は
デ
サ
内
で
大
き
な
影
響
力

を
持
っ
て
い
た
。
彼
ら
の
動
き
を
見
る
と
'
例
え
ば
三
四
年
二
月
二
五

日
の
書
簡
に
よ
れ
ば
'
一
週
間
前
に
栽
培
中
止
を
通
告
し
た
時
点
で
の

約
二
〇
%
の
契
約
未
変
更
者
は
主
と
し
て
何
人
か
の
大
土
地
所
有
者
'

一
グ
ル
ー
プ
の
退
職
官
吏
'
取
巻
き
を
抱
え
た
プ
リ
ア
イ
で
あ
る
と
指

摘
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
'
彼
ら
は
'
四
月
1
日
に
な
れ
ば
1
九
三
四
/

三
五
年
の
借
地
料
全
額
が
支
払
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
そ
れ
ま
で
は

契
約
変
更
を
し
な
い
よ
う
に
と
住
民
を
指
導
し
た
と
い
わ
れ
[
i
b
i
d
.

N
o
.
9
1
・
彼
ら
の
動
き
が
他
の
農
民
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
こ
と

が
窺
わ
れ
る
。
こ
う
し
て
み
る
と
'
借
地
契
約
の
変
更
を
拒
否
し
た
人

々
の
中
心
は
'
補
償
支
払
に
よ
る
土
地
不
使
用
を
拒
否
し
た
人
々
と
同

P
胞
爪

様
の
グ
ル
ー
プ
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

糖
業
側
は
こ
う
し
た
動
き
に
様
々
な
方
法
で
対
応
を
図
っ
た
。
先
ず

上
述
し
た
拒
否
者
に
対
す
る
割
増
金
引
上
げ
の
た
め
の
費
用
三
〇
〇
〇

ギ
ル
ダ
ー
に
つ
い
て
は
本
社
の
承
認
を
得
[
i
b
i
d
.
1
9
3
3
,
N
o
.
2
9
,
5

D
e
c
e
ヨ
b
e
r
]
二
二
四
年
末
ま
で
に
二
五
〇
〇
ギ
ル
ダ
ー
が
支
出
さ
れ

S
)

た
。
次
に
,
借
地
料
が
改
訂
に
よ
り
四
〇
ギ
ル
ダ
ー
未
満
に
な
る
土
地

に
つ
い
て
は
・
必
要
な
ら
'
拒
否
者
に
対
し
最
低
四
〇
ギ
ル
ダ
ー
は
保

証
す
る
と
い
う
こ
と
を
暫
定
協
定
の
起
草
時
に
約
束
し
て
、
契
約
変
更

を
促
進
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
た
。
こ
の
構
想
は
'
借
地
料
改
訂
の
内

容
が
ほ
ぼ
明
ら
か
と
な
っ
た
三
三
年
一
二
月
二
〇
日
の
書
簡
[
i
b
i
d
.

N
o
.
3
6
]
で
初
め
て
工
場
か
ら
本
社
に
提
案
さ
れ
'
数
回
の
意
見
の
交

換
を
経
て
承
認
さ
れ
た
が
[
i
b
i
d
.
1
9
3
4
,
N
o
.
3
,
1
5
J
a
n
u
a
r
i
]
'
結

局
,
実
施
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
糖
業
は
交
渉
促

進
の
た
め
行
政
の
仲
介
を
求
め
'
そ
れ
は
次
の
よ
う
に
実
現
さ
れ
た
。

三
四
年
三
月
初
め
の
交
渉
で
'
土
地
占
有
者
た
ち
(
プ
リ
ア
イ
)
は
契

約
変
更
の
条
件
と
し
て
割
増
金
の
一
〇
ギ
ル
ダ
ー
上
乗
せ
と
地
税
支
払

用
と
し
て
バ
ウ
当
り
一
〇
ギ
ル
ダ
ー
の
貸
付
を
要
求
し
た
[
i
b
i
d
.

N
o
.
l
l
,
1
5
M
a
a
r
t
]
。
こ
の
際
の
糖
業
側
の
仲
介
要
請
に
応
じ
て
、

三
月
三
日
の
朝
'
契
約
変
更
拒
否
者
は
パ
ナ
ル
カ
ン
郡
役
所
に
召
集

さ
れ
'
パ
ナ
ル
カ
ン
県
の
パ
テ
ィ
と
郡
長
と
が
説
得
に
あ
た
っ
た
。
こ

の
結
果
,
集
会
に
来
た
の
は
拒
否
の
姿
勢
の
最
も
強
い
老
ば
か
り
で
あ

っ
た
の
で
直
ち
に
大
き
な
成
果
が
上
が
る
こ
と
は
期
待
さ
れ
な
か
っ
た

が
・
そ
れ
で
も
二
名
が
旧
契
約
破
棄
に
傾
き
'
そ
の
後
さ
ら
に
一
名
が

契
約
変
更
に
同
意
を
表
明
し
'
合
計
一
二
・
五
バ
ウ
の
契
約
が
変
更
さ

れ
る
と
い
う
成
果
を
上
げ
た
と
い
う
[
i
b
i
d
.
N
o
.
1
2
,
2
1
M
a
a
r
t
]
-

こ
の
よ
う
に
'
こ
こ
で
は
パ
テ
ィ
と
い
う
高
い
地
位
の
内
務
官
僚
が
仲

介
役
を
演
じ
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
が
'
そ
れ
は
契
約
変
更
拒
否
者

の
高
い
社
会
的
地
位
に
対
応
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
ま
た
へ
土
地
貸
出
者
に
対
し
て
、
前
述
の
割
増
金
交
付
の
他

に
旧
借
地
料
相
当
額
の
現
金
貸
付
が
実
施
さ
れ
た
〇
一
九
三
五
年
四
月

二
四
日
付
け
本
社
宛
書
簡
[
i
b
i
d
.
1
9
3
5
,
N
o
.
7
]
に
は
'
土
地
貸
出

者
に
対
す
る
貸
付
現
金
未
決
済
額
の
一
覧
表
が
載
せ
ら
れ
て
お
り
'
そ

れ
を
転
載
し
た
の
が
第
二
表
で
あ
る
。
同
年
五
月
二
日
付
け
で
同
糖

業
の
支
配
人
か
ら
ブ
ス
キ
州
理
事
に
送
ら
れ
た
書
簡
に
よ
る
と
'
こ
の

表
中
の
一
九
三
二
年
の
税
支
払
用
は
一
九
三
〇
～
三
一
年
に
'
使
用
期

間
の
延
期
及
び
契
約
変
更
は
一
九
三
三
～
三
四
年
に
交
付
さ
れ
た
と
い
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第11表　土地貸出者に対する貸付現金未決済紐データ-

[1935!36年栽培用地]

長期借地面積 19 32年税支払 延期 .契約変更 村長 名による K &

D oew et 100 - 211 64 4

P elejan 156 50 347 - 5

W n n gin 278 - 234 - 4

P aoew an 一 278 460 1046 - 22

K ielen 41 - - - -

Sb r. k olak 9 1 - 300 90 2

B oeg em an - - - - -

K end it 90 - 10 - l

S em ek an 193 - - - -

B aloen g 1 - - - -
合 計 1228 510 2 148 154 38

[1936/37年栽培用地]

長期借地面積 1932年税支払 延期.契約変更村長名による 人 数 36年6 月残額 36年9 月残額

D oew et 9 9 200 1036 6 5 9 561 585

P elejan 18 7 - 3 175 - 13 49 2 492

W n ng in 9 2 - 1033 - 12 724 724

P a oew an 26 4 - 1540 - 16 744 744

K ielen 18 - 210 - 3 110 110

S b r. ko lak 76 - 245 - 5 4 18 418

B oegem an 20 6 - - 2 5 5

K en dit 47 - - - - 1 1

S em ek an 146 - - - - - -

B aloeng 6 - - - - - -

合 計 955 206 7 239 65 60 3055 3079

[1937/38年栽培用地]

長 期借地面 積 1932年税支払 延期 .契約変更 村長名に よる 人 数

D oew e t 118 160 892 110 8

P elejan 234 - 1492 - 20

W n n gin 171 - 1845 260 23

P aoew an 167 50 5 1844 45 28

K iele n 94 93 809 288 7

Sb r.k olak 20 2 10 91 - 8

B oeg em an 28 1476 - - 70

K end it 135 90 - 41 1

S em ekan 14 6 182 8 1 - 8

B aloe ng - - - - -
合 計 1114 2716 70 54 744 173

単位:面積はバウ,金頂はギルダー

蓑註: 「村長名による」は「延期・契約変更」の中の一部である。

出所: 「36年6月残積」はConfidentieelNo. 19、 「9月残額」はibid., No. 28
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恐慌とリンギンアノム膳業(植村)

う
[
i
b
i
d
.
N
o
.
8
]
-
こ
の
裏
で
注
目
さ
れ
る
の
は
'
第
八
'
九
表
と

重
ね
あ
わ
せ
て
み
る
と
「
延
期
・
契
約
変
更
」
の
た
め
の
貸
付
が
'
契

約
変
更
状
況
の
よ
く
な
い
デ
サ
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の

こ
と
は
、
貸
付
が
契
約
変
更
促
進
手
段
と
し
て
重
要
な
意
味
を
持
っ
た

こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
さ
ら
に
ま
た
'
貸
付
人
教
が
多
く
な
い
こ
と

は
、
こ
れ
が
土
地
貸
出
老
一
般
を
対
象
に
し
た
も
の
で
は
な
く
、
特
定

の
'
お
そ
ら
く
は
契
約
変
更
に
応
じ
よ
う
と
し
な
い
者
に
集
中
的
に
な

さ
れ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
て
'
こ
の
金
額
は

あ
く
ま
で
も
貸
付
で
あ
り
'
糖
業
側
は
後
の
借
地
料
支
払
の
際
に
相
殺

さ
れ
る
べ
き
も
の
と
み
な
し
て
い
た
。
そ
し
て
'
実
際
に
こ
れ
が
行
な

わ
れ
た
ら
し
い
こ
と
は
表
示
し
た
一
九
三
六
/
三
七
年
栽
培
用
地
に
関

す
る
貸
付
額
返
済
残
高
の
変
化
'
す
な
わ
ち
三
六
年
六
月
現
在
高
の
減

少
か
ら
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
'
そ
の
後
は
表
示
の
と
お
り
返

済
は
進
ま
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
事
態
を
ふ
ま
え
'
糖
業
側
も
返
済
の

減
免
を
検
討
し
始
め
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
本
社
と
の
間
で
し
ば
し

ば
意
見
が
交
換
さ
れ
た
が
'
六
月
二
三
日
付
け
本
社
宛
書
簡
[
i
b
i
d
.

1
9
3
6
,
N
o
.
2
2
]
で
は
'
1
-
二
等
地
に
つ
い
て
は
三
分
の
1
'
三
～

四
等
地
に
つ
い
て
は
二
分
の
一
と
い
う
借
地
料
の
低
下
分
と
ほ
ぼ
等
し

い
頚
の
減
免
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
減
免
率
の
根
拠
は
'
貸

出
者
は
こ
の
貸
付
を
契
約
変
更
同
意
の
代
償
と
し
て
受
け
取
っ
た
新
契

約
の
最
初
の
使
用
期
の
借
地
料
と
み
な
し
'
引
き
下
げ
ら
れ
た
借
地
料

と
の
差
額
を
返
済
す
る
つ
も
り
は
な
い
と
、
糖
業
側
が
認
識
し
た
こ
と

に
あ
っ
た
[
i
b
i
d
*
.
N
o
.
3
7
,
2
5
J
u
n
i
]
。
こ
う
し
た
減
免
が
行
な
わ

れ
た
理
由
は
'
七
月
二
九
日
の
書
簡
に
「
土
地
貸
出
者
と
の
良
好
な
関

係
を
維
持
・
増
進
す
る
た
め
'
工
場
は
こ
の
問
題
に
関
し
て
寛
容
な
立

場
を
採
ら
ね
ば
な
ら
な
い
」
[
i
b
i
d
.
N
o
.
2
3
]
と
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
'

借
地
問
題
で
の
こ
れ
以
上
の
混
乱
を
避
け
る
こ
と
に
あ
っ
た
。

こ
う
t
L
た
こ
と
に
よ
っ
て
'
リ
ン
ギ
ン
ア
ノ
ム
糖
業
は
大
半
の
栽
培

用
地
を
一
九
三
四
年
中
に
新
契
約
に
切
り
替
え
る
こ
と
に
成
功
し
た
の

で
あ
っ
た
。
前
章
で
述
べ
た
「
借
地
」
費
.
の
低
下
の
背
景
に
は
'
こ
の

よ
う
な
事
情
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
.
'
こ
れ
に
最
後
ま

で
抵
抗
し
た
人
々
は
一
九
三
六
年
に
な
っ
て
も
態
度
を
変
え
ず
'
補
償

支
払
に
よ
る
不
使
用
を
も
拒
否
し
た
こ
と
に
よ
り
'
結
局
'
こ
れ
ら
の

土
地
は
旧
契
約
に
よ
る
借
地
料
八
四
ギ
ル
ダ
ー
で
借
入
れ
'
一
九
三
六

/
三
七
年
の
栽
培
に

[
T
a
a
r
v
e
r
s
l
a
g
1
9
3
6
,

勺　使

io用
巴〈せ
o竺ざ

る

を

え

な

か
っ
た
の
で
あ
っ
た

お

わ

り

に

小
論
で
は
'
リ
ン
ギ
ン
ア
ノ
ム
糖
業
の
一
九
三
六
/
三
七
年
の
栽
培

の
過
程
を
追
い
'
こ
の
糖
業
で
常
に
問
題
で
あ
っ
た
労
働
力
不
足
が
恐

慌
に
よ
り
一
層
加
速
さ
れ
た
こ
と
'
栽
培
縮
小
を
契
機
と
し
て
本
格
化

し
た
経
費
削
減
の
主
な
中
身
は
賃
下
げ
と
人
員
削
減
で
あ
り
'
こ
の
背

景
に
は
一
部
の
作
業
の
簡
略
化
が
あ
っ
た
が
'
結
局
'
労
働
強
化
を
招

い
た
こ
と
'
借
地
に
於
い
て
も
補
償
支
払
に
よ
る
土
地
の
不
使
用
と
新

契
約
へ
の
切
換
え
に
よ
り
経
費
節
減
が
計
ら
れ
た
が
'
こ
こ
で
は
不
在

g

地
主
を
中
心
と
し
た
農
民
側
の
抵
抗
に
遇
い
'
こ
の
た
め
様
々
な
対
策

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
以
上
の
よ
う
な
糖
業
の
恐
慌
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対
策
と
こ
れ
に
対
す
る
農
村
社
会
の
側
か
ら
の
反
応
が
'
こ
の
地
域
の

当
時
の
農
村
社
会
経
済
構
造
の
中
で
如
何
な
る
意
味
を
持
っ
て
い
た
の

か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
'
こ
こ
で
は
全
く
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
が
'

こ
の
問
題
の
答
え
を
出
す
た
め
に
は
恐
慌
期
の
農
村
社
会
経
済
の
全
面

的
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
'
次
の
課
題
と
し
た
い
。

[
史
料
一
覧
]
　
本
稿
で
利
用
し
た
未
刊
行
文
書
は
す
べ
て
オ
ラ
ン
ダ

国
立
文
書
館
(
A
l
g
e
m
e
e
n
 
R
i
j
k
s
a
r
c
h
i
e
f
)
所
蔵
の
も
の
で
あ
り
t

A
a
n
p
l
a
n
t
(
4
3
)
,
A
a
n
p
l
a
n
t
r
a
p
p
o
r
t
(
1
7
8
,
1
7
9
)
,
C
o
n
f
i
d
e
n
t
i
e
e
l

(
3
7
,
3
8
)
,
J
a
a
r
v
e
r
s
l
a
g
[
J
a
a
r
v
e
r
s
l
a
g
v
a
n
d
e
s
u
i
k
e
r
o
n
d
e
r
n
e
m
-

i

n

g

 

W

r

i

n

g

i

n

 

A

n

o

m

 

o

v

e

r

-

]

(

1

1

4

-

1

2

0

)

は

A

r

c

h

i

e

f

 

v

a

n

 

d

e

C
u
-
t
u
u
r
m
a
a
t
s
c
h
a
p
p
i
j
 
W
昌
0
-
a
n
g
a
ロ
に
含
ま
れ
る
。
(
　
)
内
の

数
字
は
フ
ァ
イ
ル
ナ
ン
バ
ー
を
示
す
　
A
a
n
p
l
a
n
t
,
C
o
n
f
i
d
e
n
t
i
e
e
l

は
製
糖
工
場
と
本
社
と
の
問
の
往
復
書
簡
で
あ
り
'
工
場
宛
の
も
の
は

右
肩
に
*
を
付
け
本
社
宛
の
も
の
と
区
別
し
た
　
V
e
r
s
l
a
g
 
G
r
o
n
-

d
h
u
u
r
c
o
n
t
r
a
c
t
e
n
1
9
3
3
[
V
e
r
s
l
a
g
 
o
v
e
r
1
9
3
3
(
e
n
 
b
e
g
i
n
 
i
n

1
9
3
4
)
v
a
n
h
e
t
g
e
e
n
z
i
c
h
i
n
d
e
P
r
o
v
i
n
c
i
e
O
O
S
T
-
J
A
V
A
h
e
e
f
t

v
o
o
r
g
e
d
a
a
n
o
p
h
e
t
g
e
b
i
e
d
v
a
n
w
i
j
z
i
g
i
n
g
e
n
v
e
r
b
r
e
k
i
n
g
v
a
n

g
r
o
n
d
h
u
u
r
c
o
n
t
r
a
c
t
e
n
)
,
V
e
r
s
l
a
g
 
G
r
o
n
d
h
u
u
r
c
o
n
t
r
a
c
t
e
n
1
9
3
4

は
'
前
者
が
m
a
i
l
r
a
p
p
o
r
t
 
N
0
.
7
4
5
/
1
9
3
4
'
後
者
は
N
o
.
7
8
0
/
3
5

に
含
ま
れ
る
。
な
お
t
 
V
e
r
s
l
a
g
 
S
y
n
d
i
c
a
a
t
1
9
3
1
/
3
2
¥
_
V
e
r
s
l
a
g

v
a
n
 
h
e
t
A
l
g
e
m
e
e
n
 
S
y
n
d
i
c
a
a
t
v
a
n
 
S
u
i
k
e
r
f
a
b
r
i
k
a
n
t
e
n
 
i
n
 
N
e
d
.

-
I
n
d
i
e
o
v
e
r
h
e
t
3
7
e
e
n
3
8
e
j
a
a
r
,
1
9
3
1
-
1
9
3
2
1
は
'
糖
業
連
合

会
の
刊
行
年
次
報
告
書
で
あ
る
。

註
(
1
)
恐
慌
に
対
す
る
ジ
ャ
ワ
糖
業
の
一
般
的
な
対
応
に
関
し
て
は
'
さ
し

あ
た
り
日
本
貿
易
研
究
所
r
糖
業
よ
り
見
た
る
広
域
経
済
の
研
究
し
一

九
四
四
年
t
 
A
e
ゲ
上
フ
バ
ル
ト
'
日
本
糖
業
連
合
会
訳
「
世
界
市
場
に

於
け
る
自
給
傾
向
の
影
響
下
に
立
つ
爪
畦
糖
業
の
発
展
』
一
九
三
八
年

を
参
照
。

(
2
)
以
上
の
記
述
は
'
J
a
a
r
v
e
r
s
l
a
g
1
9
3
5
,
p
.
4
5
,
4
7
,
1
9
3
6
,
p
.
6
9
,

A
a
n
p
l
a
n
t
1
9
3
5
N
o
.
5
9
,
2
5
S
e
p
t
e
m
b
e
r
,
1
9
3
6
N
o
.
4
,
2
1

J
a
n
u
a
r
i
に
よ
っ
た
。
な
お
'
八
五
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
決
定
は
三
六
年
三

月
四
日
の
こ
と
で
あ
る
が
[
A
a
n
p
l
a
n
t
*
N
o
.
1
4
]
へ
　
こ
の
面
積
は
同
年

に
許
可
さ
れ
た
砂
糖
生
産
量
一
三
一
七
七
三
キ
ン
タ
ル
(
最
上
級
精
製

糖
換
算
)
を
基
礎
に
、
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
り
一
五
五
キ
ン
タ
ル
の
生
産

予
定
で
算
出
さ
れ
た
。
も
っ
と
も
造
成
作
業
は
九
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
分

が
実
施
さ
れ
'
最
終
的
に
八
五
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
栽
培
体
制
に
な
っ
た
の

は
八
月
前
半
で
あ
っ
た
。

(
3
)
こ
の
年
の
割
増
金
街
は
t
 
l
バ
ウ
当
り
二
月
前
半
ま
で
の
引
渡
し
l

O
ギ
ル
ダ
ー
'
二
月
後
半
七
・
五
ギ
ル
ダ
ー
'
三
月
中
引
渡
し
五
ギ
ル

ダ
ー
と
定
め
ら
れ
た
。
一
九
三
五
/
三
六
年
栽
培
の
場
合
に
は
'
栽
培

実
施
決
定
の
土
地
貸
出
者
へ
の
通
告
が
三
六
年
二
月
l
八
日
と
遅
く
割

増
金
設
定
は
行
な
わ
れ
ず
'
こ
の
た
め
に
貸
出
老
側
に
稲
の
早
期
植
付

の
刺
激
が
な
く
土
地
引
渡
し
は
例
年
に
ま
し
て
不
規
則
か
つ
遅
れ
が
で

た
と
い
う
[
J
a
a
r
v
e
r
s
l
a
g
1
9
3
5
,
p
.
1
8
-
2
0
]
-
こ
の
こ
と
が
'
割
増

金
復
活
の
直
接
的
な
理
由
で
あ
ろ
う
。
な
お
'
土
地
早
期
確
保
の
た
め

ジ
ャ
ワ
の
各
陪
業
は
こ
れ
以
外
に
も
様
々
な
方
法
を
用
い
た
が
、
そ
の

中
の
有
力
な
l
　
つ
に
早
稲
栽
培
の
義
務
付
け
が
あ
る
。
こ
の
梧
業
で
も

一
九
二
〇
年
代
後
半
期
に
バ
ニ
ュ
ワ
ン
ギ
県
か
ら
輸
入
し
た
早
稲
を
住
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恐慌とリンギンアノム膳業(植村)

民
に
栽
培
さ
せ
よ
う
と
試
み
た
が
'
こ
の
地
域
で
従
来
栽
培
さ
れ
て
い

た
品
種
と
生
育
期
問
が
そ
れ
ほ
ど
違
わ
な
か
っ
た
こ
と
と
、
収
穫
の
際

掬
粒
が
話
ち
や
す
く
住
民
に
嫌
わ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
失
敗
し
'
三
〇

年
代
初
め
に
は
栽
培
さ
れ
な
く
な
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
　
i
b
i
d
.

1

9

2

7

,

p

.

2

3

,

1

9

2

8

,

p

.

2

6

,

1

9

3

2

,

p

.

3

9

を

参

照

。

(
4
)
借
地
面
積
と
栽
培
面
積
に
約
五
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
差
が
あ
る
の
は
'

栽
培
を
実
施
し
な
い
劣
等
地
'
水
路
沿
い
の
土
地
'
民
国
を
め
ぐ
る
環

状
道
路
な
ど
の
面
積
が
前
者
に
含
ま
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
栽
培
面
積
に

は
水
路
等
の
面
積
も
含
ま
れ
て
い
る
。
詳
し
く
は
i
b
i
d
.
1
9
3
7
,
p
.
2
0

を
考
m
l

(
5
)
一
九
二
〇
年
代
後
半
か
ら
の
各
年
の
製
糖
工
場
稼
働
期
間
(
収
穫
期

間
と
ほ
ぼ
等
し
い
)
は
次
の
通
り
。

S
t
a
t
i
s
t
i
c
s
,
1
9
7
9
,
T
h
e
 
H
a
g
u
e
所
収
)
を
参
照
。

(
7
)
そ
の
内
容
は
J
a
a
r
v
e
r
s
l
a
g
1
9
3
7
,
p
.
1
3
に
よ
る
と
次
の
通
り
。

8 7 6
日

時

月 月 月

18 1 3 2 6

日 日 日

亡ロ
C .

:Z =
P

I.d
P

発rD
F;..

=l
0q

ーlP
U)

C , 0q
?<r
BJ

N 生

CL)
3

P
=,

; >:
O
C,
...1
`コ.-

各 再三

固

Cノつ Cノつ Jl 面

秩

CD
O

..■
の

くつ
⊂⊃

【⊃一 コ一 コ一
P P P

I.、 I...、 ト.、 損
W ■〕 の
の の ... m

額
Ch tD

Crt
Cの

に 蒸

よ 気

拾 収

て 穫

際 収

の 穫
原る 機 、労 失 労

関 拘 働 火 働

車 留 老 、者

困

$

か- 4 の 杓 の

ら カ煙 留 食

の 月 草 4 事

火 の カ準

の 投 月 俸

粉 げ の

1924′25 6 ′1～ 9 ′27

192 5′26 5 ′18- 9 ′21

1926′27 4 ′20 ~ 8 ′29

1927′28 5 ′5 - 10′2 1

1928′29 5 ′U ~ 9 ′23

1929′30 5 ′15~ 9 ′17

19 30′3 1 5 ′24- 9 ′25

1931′32 5 ′15~ 8 ′20

1935′36 6 ′11- 10′16

出所: 1924/25-1927/28

はJaarverslag 1928, p.

51, 1928/29-1935/36

はibid. 1936, p. 114。

(
6
)
こ
の
点
に
つ
い
て
は
さ
し
あ
た
り
'
拙
稿
「
2
0
世
紀
初
ジ
ャ
ワ
農
民

の
反
糖
業
闘
争
の
1
側
面
-
蕉
園
へ
の
放
火
を
め
ぐ
っ
て
」
(
昭
和
6
1
・

6
2
年
度
科
研
報
告
書
r
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
於
け
る
諸
民
族
・
部
族
間
の

文
化
摩
擦
と
統
合
に
関
す
る
史
的
研
究
し
所
収
)
t
 
R
.
E
.
E
-
s
o
n
,

"
C
a
n
e
-
b
u
r
n
i
n
g
i
n
t
h
e
P
a
s
u
r
u
a
n
a
r
e
a
:
a
n
e
x
p
r
e
s
s
i
o
n
o
f
s
o
c
i
a
l

d
i
s
c
o
n
t
e
n
t
"
(
F
.
v
a
n
 
A
n
r
o
o
i
i
.
e
t
 
a
l
,
B
e
t
w
e
e
n
 
P
e
o
p
l
e
 
a
n
d

ち
な
み
に
同
権
業
の
三
〇
年
代
の
火
事
の
状
況
は
'
一
九
三
〇
年
が

四
件
'
四
〇
二
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
'
三
一
年
三
件
'
二
・
七
六
ヘ
ク

タ
ー
ル
'
三
二
年
は
ゼ
ロ
'
三
六
年
は
五
件
'
三
・
六
l
　
ヘ
ク
タ
ー
ル

と
少
な
い
。

(
8
)
　
こ
の
年
の
栽
培
の
見
張
は
'
シ
ト
ゥ
ポ
ン
ド
の
農
園
警
察
司
令
部
の

指
揮
・
協
力
の
も
と
に
一
四
名
の
警
察
官
と
一
名
の
頭
領
の
手
に
よ
っ

て
実
施
さ
れ
た
が
'
両
者
の
協
力
体
制
は
き
わ
め
て
良
好
で
あ
っ
た
と

報
告
さ
れ
て
い
る
[
i
b
i
d
.
,
p
.
-
こ
。

(
9
)
こ
れ
に
つ
い
て
は
例
え
ば
シ
ド
ア
ル
ジ
ョ
県
の
ク
リ
ア
ン
糖
業
の
支

配
人
で
あ
っ
た
ク
イ
ン
タ
ス
(
R
.
A
.
Q
u
i
n
t
u
s
)
の
　
T
h
e
 
C
u
l
t
i
v
a
t
i
o
n

o
f
S
u
g
a
r
C
a
n
e
i
n
J
a
v
a
,
1
9
2
3
,
P
r
e
f
a
c
e
を
参
照
。

(
1
)
こ
の
点
に
つ
い
て
詳
し
く
は
P
h
.
L
e
v
e
r
t
,
I
n
h
e
e
m
s
c
h
e
A
r
b
e
i
d
i
n

d
e
J
a
v
a
-
S
u
i
k
e
r
i
n
d
u
s
t
r
i
e
,
1
9
3
4
,
p
.
2
7
7
-
2
8
1
等
を
参
照
。

(
3
)
　
こ
れ
以
外
の
費
目
に
つ
い
て
の
節
減
内
容
を
簡
単
に
述
べ
て
お
く
。

「
欧
人
職
員
給
与
」
「
原
住
民
職
員
給
与
」
節
減
は
'
人
員
削
減
と
給
与

引
下
げ
に
よ
る
.
停
止
期
に
は
ほ
ぼ
全
員
が
解
雇
さ
れ
'
1
部
の
者
に

5K



は
失
業
手
当
が
支
給
さ
れ
た
。
再
開
期
の
職
員
数
は
通
常
期
よ
り
も
少

な
く
'
給
与
も
低
-
押
さ
え
ら
れ
た
。
「
見
張
」
(
栽
培
警
察
)
は
一
九

二
六
/
二
七
年
か
ら
導
入
さ
れ
'
停
止
期
に
は
ク
ー
リ
ー
小
星
警
備
員

の
給
与
の
み
の
支
出
と
な
っ
た
。
「
施
肥
」
減
少
は
'
一
九
三
〇
/
三
一

年
よ
り
主
力
肥
料
で
あ
る
硫
酸
ア
ン
モ
ニ
ウ
ム
等
の
使
用
量
を
減
ら
し

た
こ
と
'
同
時
に
単
価
も
低
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
が
'
再
開
期
に
は

単
価
は
さ
ら
に
下
が
っ
て
い
る
。
「
濯
概
」
は
l
九
三
〇
/
三
丁
年
か
ら

厳
し
い
管
理
を
行
な
っ
た
こ
と
が
低
下
の
理
由
で
あ
る
。
「
百
」
は
一
九

二
七
/
二
八
年
に
初
め
て
マ
ラ
ン
か
ら
P
.
0
.
J
.
2
8
7
8
種
を
輸
入
し
た

こ
と
で
額
が
増
え
た
が
'
後
'
こ
う
し
た
供
給
シ
ス
テ
ム
は
変
更
さ
れ
'

ま
た
'
単
価
も
下
が
っ
た
こ
と
で
経
費
が
節
減
さ
れ
た
。
「
橋
・
道
路
」
'

「
雑
費
」
は
い
ず
れ
も
厳
し
い
支
出
管
理
に
よ
る
。
以
上
の
点
に
関
し

て

詳

し

く

は

t

 

J

a

a

r

v

e

r

s

l

a

g

1

9

2

7

,

p

.

9

,

1

9

3

0

,

p

.

3

7

,

1

9

3

1

,

p

.

1
1
-
1
2
,
p
.
5
5
-
5
6
,
1
9
3
2
,
p
.
1
5
,
p
.
4
8
,
1
9
3
3
,
p
.
1
6
,
p
.
2
2
,

1
9
3
4
,
p
.
7
,
1
9
3
5
,
p
.
8
,
p
.
4
2
,
1
9
3
6
,
p
.
2
5
-
2
6
,
p
.
1
0
3
,
1
9
3
7
,

p

.

1

1

0

-

1

1

1

,

p

.

1

4

2

,

1

9

3

8

,

p

.

3

3

-

3

4

を

参

照

。

(
2
)
　
I
九
三
七
/
三
八
年
の
収
穫
賃
金
単
価
の
上
昇
は
'
政
庁
の
引
上
げ

勧
告
の
結
果
で
あ
る
。
な
お
'
こ
の
年
に
は
収
穫
末
期
の
〓
月
後
半

に
な
っ
て
'
雨
天
と
レ
バ
ラ
ン
の
祝
祭
の
た
め
収
穫
労
働
者
の
出
が
滞

り
'
割
増
金
を
交
付
し
て
労
働
者
の
確
保
に
努
め
た
と
い
う
[
i
b
i
d
.

1
9
3
8
,
p
.
1
3
2
1
-

(
1
)
こ
れ
ら
に
つ
い
て
詳
し
く
は
i
b
i
d
.
1
9
2
6
,
p
.
3
9
,
1
9
2
7
,
p
.
4
6
,

1
9
2
8
,
p
.
4
8
,
1
9
2
9
,
p
.
6
0
,
1
9
3
0
,
p
.
4
5
,
1
9
3
1
,
p
.
6
4
,
1
9
3
2
,
p
.

5

4

,

1

9

3

6

,

p

.

1

1

2

-

1

1

3

,

1

9

3

7

,

p

.

1

5

0

,

1

9

3

8

,

p

.

1

3

4

を

参

照

。

(
1
)
　
こ
う
し
た
方
式
は
'
こ
の
年
か
ら
パ
ナ
ル
カ
ン
県
の
全
階
業
に
於
い

て
導
入
さ
れ
た
.
こ
れ
に
つ
い
て
は
V
e
r
s
l
a
g
G
r
o
n
d
h
u
u
r
c
o
n
t
r
a
c
t
e
n

1
9
3
4
を
参
照
O
な
お
'
工
場
と
本
社
と
の
間
に
交
わ
さ
れ
た
こ
の
時
期

の
書
簡
を
見
る
と
'
九
月
の
交
渉
開
始
以
降
も
結
ば
れ
る
べ
き
新
契
約

の
細
部
に
つ
い
て
は
な
お
つ
め
が
行
な
わ
れ
て
お
り
'
不
使
用
通
告
期

限
を
い
つ
に
す
る
の
か
'
不
使
用
補
償
街
を
い
く
ら
に
設
定
す
る
の
か

と
い
っ
た
点
は
未
定
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。

(
1
)
そ
れ
ま
で
の
最
低
借
地
料
基
準
は
1
九
二
八
年
八
月
に
定
め
ら
れ
た

も
の
で
あ
り
'
一
九
一
八
年
借
地
令
の
規
定
で
は
五
年
毎
に
改
訂
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
'
改
訂
作
業
は
遅
れ
'
三
三
年
一
二
月
一
九

日
に
開
か
れ
た
「
最
低
借
地
料
定
期
改
訂
の
た
め
の
勧
告
委
員
会
」
に

理
事
が
計
算
表
を
提
出
す
る
こ
と
か
ら
開
始
さ
れ
た
。
こ
の
委
員
会
は
'

政
庁
側
'
糖
業
代
表
'
土
地
貸
出
老
代
表
か
ら
構
成
さ
れ
理
事
提
出
の

計
算
表
を
審
議
す
る
が
'
理
事
は
こ
の
委
員
会
で
出
た
意
見
と
そ
れ
を

ふ
ま
え
た
自
分
の
意
見
を
付
し
て
こ
の
計
算
表
を
東
ジ
ャ
ワ
省
知
事
に

提
出
し
'
そ
れ
が
承
認
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
新
し
い
最
低
借
地
料
が

決
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
理
事
提
案
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
最
低
借
地
料

基
準
は
一
'
二
等
地
が
五
五
ギ
ル
ダ
ー
'
三
等
地
三
六
・
五
ギ
ル
ダ
ー
'

四
等
地
三
二
・
七
五
ギ
ル
ダ
ー
'
五
'
六
等
地
が
三
ハ
ギ
ル
ダ
ー
で
あ

っ
た
が
'
こ
れ
に
対
し
て
貸
出
老
代
表
は
借
地
料
引
下
げ
は
止
む
を
得

な
い
が
税
負
担
が
一
バ
ウ
当
り
一
〇
～
二
〇
ギ
ル
ダ
ー
と
高
す
ぎ
る
の

で
l
ハ
○
ギ
ル
ダ
ー
以
下
に
引
き
下
げ
る
べ
き
で
は
な
い
'
た
だ
し
'
税

額
が
以
前
の
よ
う
に
五
～
l
 
O
ギ
ル
ダ
I
に
引
き
下
げ
ら
れ
る
の
で
あ

れ
ば
理
事
提
案
を
受
け
入
れ
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
と
と
主
張
し
た
。

T
方
'
リ
ン
ギ
ン
ア
ノ
ム
陪
業
代
表
は
理
事
提
案
が
な
お
高
す
ぎ
る
と

主
張
し
た
。
も
っ
と
も
同
機
業
か
ら
本
社
に
苑
て
た
害
筒
で
は
、
理
事
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恐慌とリンギンアノム糖業(植村)

提
案
が
そ
の
ま
ま
基
準
額
と
な
っ
た
場
合
に
は
契
約
変
更
拒
否
の
危
険

を
回
避
す
る
た
め
に
最
低
四
〇
ギ
ル
ダ
I
を
保
証
し
、
状
況
に
よ
っ
て

は
支
払
に
際
し
て
若
干
の
上
乗
せ
を
行
な
う
権
限
を
与
え
て
ほ
し
い
旨

を
求
め
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
'
C
o
n
f
i
d
e
n
t
i
e
e
1
1
9
3
3
,
N
o
.
3
6
,

2
0
D
e
c
e
m
b
e
r
を
参
照
。

(
t6
)
契
約
変
更
費
用
の
内
訳
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

′L

n 証 収 副 原 欧 栄 村

杢 杢 杢 明

料

入

印

紙

理

m

住

氏

書

記

人

敬

出
者

へ

長

等

へ七
午

役

所

負
支

出

ノ、
午 五

午

■コ

計

普 等 日 の の

実 分 分 分 旅 召 給 当 特 割

宿

JZL̀」計

桒

ほ
か

記

袷
与

与
弁

護

士
費

用

を

含

む

別

割

増

金

増

金

tD N u LL, tD
Cn
くつ

N
くつ

N
..一く>

JL
く>

I N

I..-

tO
'A> 、1 一1. tOJL

JL
くつ

C,I
.= ,

..一く> CTIく=, くつ
○の

A .
Cn
C【

くつ
-
悪 .

I..一CJt

C一3
くつ

、.一

の
くl

くつ O く> く=, くつ く> くつ O く=,

出
所
‥
J
a
a
r
v
e
r
s
l
a
g
1
9
3
4
,
p
.
2
3

(
i
 
7
)
　
な
お
'
第
一
〇
表
の
P
.
B
e
n
g
S
o
e
p
i
e
は
'
明
ら
か
に
先
に
述
べ
た

総
督
へ
の
直
訴
を
し
た
者
の
ひ
と
り
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

(
t
8
)
註
(
2
)
　
の
「
貸
出
者
へ
の
特
別
割
増
金
」
が
こ
れ
に
あ
た
る
。
な

お
t
 
J
a
a
r
v
e
r
s
l
a
g
1
9
3
5
,
p
.
8
に
よ
る
と
'
こ
の
年
に
払
わ
れ
た
割
増

金
は
〓
1
四
・
四
八
1
バ
ウ
分
,
二
二
二
九
九
・
二
四
ギ
ル
ダ
ー
で

バ
ウ
当
り
二
〇
ギ
ル
ダ
ー
と
な
り
'
三
五
年
に
は
追
加
払
い
が
な
か
っ

た
の
が
わ
か
る
。

(
1
9
)
こ
れ
以
外
の
年
に
つ
い
て
も
契
約
変
更
拒
否
者
の
土
地
が
ど
の
よ
う

に
処
理
さ
れ
た
か
を
見
て
お
く
と
'
一
九
三
四
/
三
五
年
栽
培
用
地
に

関
し
て
は
三
三
年
1
　
1
月
二
九
日
の
本
社
宛
書
簡
で
は
不
使
用
協
定
を

締
結
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
る
と
報
告
さ
れ
て
い
た
が
[
C
o
n
f
i
d
e
n
-

t
i
e
d
,
N
o
.
3
2
]
'
結
局
、
こ
れ
は
う
ま
く
い
か
ず
'
翌
年
の
た
め
の
平

地
苗
園
に
利
用
す
る
こ
と
に
な
り
旧
借
地
料
で
借
り
入
れ
た
と
い
わ
れ

[
J
a
a
r
v
e
r
s
l
a
g
1
9
3
5
,
p
.
7
]
'
1
九
三
五
/
三
六
年
栽
培
用
地
は
や
は

り
旧
借
地
料
で
借
り
入
れ
て
栽
培
に
利
用
し
た
と
い
う
[
i
b
i
d
.
,
p
.
4
4
]
-

こ
れ
ら
の
拒
否
者
は
そ
の
後
も
態
度
を
変
え
ず
'
一
九
三
八
/
三
九
年

栽
培
に
つ
い
て
も
な
お
'
旧
契
約
の
ま
ま
で
あ
っ
た
[
i
b
i
d
.
,
1
9
3
8
,
p
.

1

1

1

-

(
2
0
)
か
つ
て
パ
ス
ル
ア
ン
の
糖
業
と
農
村
社
会
の
関
わ
り
を
検
討
し
た
R
・

E
.
E
l
s
o
n
は
'
同
地
方
で
は
恐
慌
期
の
借
地
縮
小
に
対
し
て
し
ば
し
ば

富
裕
で
教
育
あ
る
農
民
の
抵
抗
が
見
ら
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
が

[
J
a
v
a
n
e
s
e
P
e
a
s
a
n
t
s
a
n
d
t
h
e
C
o
l
o
n
i
a
l
S
u
g
a
r
l
n
d
u
s
t
r
y
,
1
9
8
4
,
p
.

2
3
9
-
2
3
7
]
'
こ
の
地
方
で
も
事
態
は
同
様
で
あ
り
'
当
時
'
こ
う
し
た

動
き
は
一
般
的
な
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

[
付
記
]
小
論
は
'
平
成
元
～
三
年
産
科
研
一
般
研
究
(
C
)
「
一
九
三
〇
年

代
世
界
恐
慌
の
ジ
ャ
ワ
農
村
社
会
経
済
構
造
へ
の
影
響
に
関
す
る
研
究
」
の
一
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部
を
な
す
O
　
ま
た
'
こ
こ
で
使
用
し
た
オ
ラ
ン
ダ
国
立
文
書
館
所
蔵
の
未
刊
行

文
書
の
収
集
は
l
九
九
〇
年
1
0
月
～
九
l
年
七
月
の
オ
ラ
ン
ダ
滞
在
中
に
行

な
っ
た
も
の
で
あ
る
が
'
国
際
交
流
基
金
の
助
成
に
よ
っ
て
可
能
に
な
っ
た
。

記
し
て
感
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。

(
広
島
大
学
文
学
部
)
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On the Fundamental Character of Chakutojo

(armed mens reports on their military service)

by Teruaki Matsui

This paper aim to clarify the fundamental character of Chakutojo. By examinig the
role oi. Chakutocho (note making entry of running warriors name), the author conciders
that the Chakutojo was the documement with the object of getting confirmation as to be-
ing served in the shogunate army.

Some of Gokenin (the shoguns vassals) had began to make the Chakutojo for preserv-
ing their position or territories from the late Kamakura period, and as the uphevals of
the Nanboku-cho (the age of the nothern and southern courts) had spraded, the Chakutojo
became still more valuable to Gokenin and many of them made Chakutojo to bring for-
mard a commander on the shogunates side. Thefore we can find that the Chakutojo was
the document being closely related with the concentrated provincial rule of the
shogunate. But many of Gokenin could not recive a reward by Chakutojo alone.

As the disorder of province had come to an end, Gokenin did not make gradually
Chakutojo. The Chakutojo became extict in the early Muromachi period.

Wringin Anom in the great depression

by Yasuo Uemura

During the great depression almost all the colonial sugar factories in Java were forced

to restrict their planting area than before. Wringin Anom, one of such factories situated

in residency Besuki (East Java), began to narrow her area in 1931/32 and, after 3 years'

stopping, restarted planting in somewhat smaller size than in normal years with much

lower cost. In this period Wringin Anom cut her planting cost through the reduction of

both the number and the wage of laborers, which resulted in some change of the manner
of constructing the sugar-cane fields as well as in harder work of the laborers there.

As for the rent which shoud be paid to the peasants who offered their rice fields to this

factory on long lease Wringin Anomat first tried to avoid full payment with a small com-

pensation of non-occupation and later with making a new contract which enabled her to

stop using these lands without any agreement of the peasants. Moreover, the rent itself

became much lower in this new contract than in the former one. It is these measures

that made Wringin Anom possible to restart her planting notwithstanding the fact that

some large landowners stubbornly resisted accepting such conditions at that time.

tosho-seibi-repo
長方形




